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　秋に遡上したサケが産んだ卵は冬の間にふ化し、3月半ばには3センチほ
どの大きさの稚魚に成長しています。標津サーモン科学館内の魚道水槽でも、
秋に人工授精した卵からかえった約1万匹の稚魚が育っています。科学館は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休館中でしたが、陽の光を浴び
て元気に泳いでいました。
　稚魚は5月には5センチほどまで大きくなり、川を下って海へ旅立ちます。

サケ稚魚すくすく成長
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三
．
新
年
度
予
算
案
の
概
要

　

一
般
会
計
で
は
、
役
場
庁
舎

の
耐
震
等
改
修
事
業
、
崎
無
異

川
の
現
況
調
査
費
、
伊
茶
仁
川

の
危
機
管
理
型
水
位
計
の
設

置
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
な
ど
、
防
災
対
策
・
危
機
管

理
に
特
に
重
き
を
置
い
た
予
算

編
成
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、

前
年
度
の
予
算
額
と
比
較
し
ま

す
と
７
・
２
％
減
の
62
億
８
，

２
０
０
万
円
と
な
り
、
特
別
会

計
と
病
院
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
規
模
は
、
対
前
年

度
比
４
・
１
％
減
の
96
億
６
，

６
５
０
万
円
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

国
は
地
方
財
政
計
画
に
お
い

て
、
地
方
団
体
が
人
づ
く
り
革

命
の
実
現
や
地
方
創
生
の
推

進
、
地
域
社
会
の
維
持
・
再
生
、

防
災
・
減
災
対
策
を
安
定
的
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
交
付
ベ
ー

ス
の
一
般
財
源
総
額
を
前
年
度

よ
り
１
兆
１
千
億
円
上
回
る
額

を
確
保
し
た
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
地
方
交
付
税
の
確
保
額
を

 

一
．
は
じ
め
に

　

令
和
2
年
第
１
回
標
津
町
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
当

た
り
、
令
和
2
年
度
の
町
政
に

臨
む
基
本
的
な
考
え
方
と
重
点

的
に
取
り
組
む
施
策
を
申
し
上

げ
、
町
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
町

議
会
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

私
が
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託

を
受
け
、
標
津
町
長
と
し
て
町

政
の
舵
取
り
役
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
か
ら
本
年
6
月
で
16

年
目
と
な
り
、
通
期
の
予
算
編

成
は
最
後
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
議
会
議
員
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
着
実
に
町
政
を

推
進
で
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し

ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
知

恵
と
力
を
結
集
し
て
、
ほ
か
の

町
に
は
な
い
標
津
町
な
ら
で
は

の「
オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
構
築
に
向
け
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
と
持

て
る
力
を
注
ぎ
、
精
一
杯
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
国
が
抱
え
る
人
口
減
少

と
少
子
高
齢
化
、
大
都
市
へ
の

人
口
の
一
極
集
中
と
地
方
の
過

疎
化
は
、
国
の
将
来
に
と
っ
て

深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
地
方
創

生
に
向
け
政
府
は
本
格
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
国
内
の
人
口

減
少
は
予
想
以
上
に
進
ん
で
お

り
、
全
国
各
地
で
地
域
経
済
の

活
力
が
失
わ
れ
る
状
況
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
秋
サ
ケ

の
不
漁
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
課
題
を
抱
え
、
関
係
者
の
懸

命
な
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
地

域
経
済
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
落

ち
込
ん
で
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
危

機
を
乗
り
越
え
、
さ
ら
に
強
い

郷
土
標
津
を
創
り
あ
げ
て
い
く

た
め
に
、
不
断
の
決
意
を
も
っ

て
取
り
組
み
を
続
け
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

町
の
基
礎
と
な
る
の
は
そ
こ

に
暮
ら
す
町
民
で
あ
り
、
町
の

活
性
化
は
町
民
と
の
協
働
な
く

し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

町
を
活
力
あ
る
も
の
に
し
て

い
く
た
め
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
施
策
を
全
力
で
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

二
．
基
本
的
な
考
え
方

　

現
在
、
国
内
の
市
町
村
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
急
速
に
進
行

す
る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
若
年
層
の
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
、
集
落
機
能
維
持
が
懸

念
さ
れ
る
地
域
の
増
加
な
ど
多

様
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

各
市
町
村
で
は
懸
命
に
地
方
創

生
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
お

い
て
は
平
成
26
年
を
取
り
組
み

の
元
年
と
し
て
、
人
口
対
策
の

重
点
事
業
を
一
括
り
に
し
た

「
人
口
減
少
時
代
に
挑
戦
す
る

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
実
践
に

よ
り
、
こ
の
苦
境
に
果
敢
に
挑

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
取
り
組

み
を
始
め
て
か
ら
6
年
に
な
り

ま
す
が
、
人
口
減
少
の
流
れ
に

改
善
の
兆
し
が
見
え
る
な
ど
、

施
策
の
効
果
が
発
現
を
感
じ
始

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本

年
は
地
域
産
業
の
支
援
や
防
災

減
災
対
策
事
業
な
ど
を
一
部
拡

充
し
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
平

成
27
年
度
に
策
定
し
ま
し
た

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
に
つ
い

て
は
、
5
カ
年
の
計
画
期
間
を

終
え
る
こ
と
か
ら
第
2
期
計
画

を
策
定
し
、
新
た
な
目
標
の
も

と
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
継

マスク着用で行われた定例会

令和２年度 町政執行方針
　3月6日、第1回標津町議会定例会が開かれ、この中で金澤町長が令和2年度のまちづくり
の基本となる「町政執行方針」を述べました。
　町政に臨む基本姿勢と、予算編成などの内容をご紹介します。
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続
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
さ
ら
に
一
歩
前

進
さ
せ
た「
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

に
よ
り
、
産
業
の
振
興
を
は
じ

め
と
す
る
重
要
施
策
を
着
実
に

実
践
す
る
と
と
も
に
、
地
方
版

総
合
戦
略
と
あ
わ
せ
、
地
域
再

生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
力

に
推
し
進
め
、
安
心
安
全
に
暮

ら
せ
る
、
活
力
と
魅
力
あ
る
ま

ち
を
目
指
し
、
将
来
に
向
け
た

多
様
な
政
策
を
効
果
的
に
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

三
．
新
年
度
予
算
案
の
概
要

　

一
般
会
計
で
は
、
役
場
庁
舎

の
耐
震
等
改
修
事
業
、
崎
無
異

川
の
現
況
調
査
費
、
伊
茶
仁
川

の
危
機
管
理
型
水
位
計
の
設

置
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
な
ど
、
防
災
対
策
・
危
機
管

理
に
特
に
重
き
を
置
い
た
予
算

編
成
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、

前
年
度
の
予
算
額
と
比
較
し
ま

す
と
７
・
２
％
減
の
62
億
８
，

２
０
０
万
円
と
な
り
、
特
別
会

計
と
病
院
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
規
模
は
、
対
前
年

度
比
４
・
１
％
減
の
96
億
６
，

６
５
０
万
円
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

国
は
地
方
財
政
計
画
に
お
い

て
、
地
方
団
体
が
人
づ
く
り
革

命
の
実
現
や
地
方
創
生
の
推

進
、
地
域
社
会
の
維
持
・
再
生
、

防
災
・
減
災
対
策
を
安
定
的
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
交
付
ベ
ー

ス
の
一
般
財
源
総
額
を
前
年
度

よ
り
１
兆
１
千
億
円
上
回
る
額

を
確
保
し
た
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
地
方
交
付
税
の
確
保
額
を

見
る
と
16
兆
６
千
億
円
、
対
前

年
度
比
４
千
億
円
の
増
、
率
で

２
・
５
％
増
と
な
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

本
町
の
一
般
会
計
の
歳
入
の

大
宗
を
占
め
る
地
方
交
付
税

は
、
過
去
最
大
で
あ
っ
た
平
成

12
年
度
と
比
べ
、
こ
こ
数
年
は

約
10
億
円
ほ
ど
減
っ
て
お
り
、

直
近
10
年
間
の
ピ
ー
ク
で
あ
る

平
成
24
年
度
と
比
べ
ま
し
て
も

約
5
億
円
の
減
額
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
21
年
度
か
ら

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気

の
下
支
え
と
し
て
実
施
さ
れ
て

き
た「
別
枠
加
算
」
が
年
々
縮

減
さ
れ
、
平
成
30
年
度
か
ら
全

廃
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

要
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地

方
交
付
税
の
試
算
に
あ
た
っ
て

は
交
付
税
措
置
の
あ
る
起
債
の

償
還
額
増
な
ど
か
ら
、
交
付
額

が
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
が
、
確
実
な
予
算
額
を
計
上

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
年
度
の
普
通
交
付
税
を
前
年

度
決
定
額
の
０
・
１
％
減
と
見

込
み
、
普
通
交
付
税
・
特
別
交

付
税
・
臨
時
財
政
対
策
債
を
合

わ
せ
た
い
わ
ゆ
る「
実
質
的
地

方
交
付
税
」
全
体
で
は
、
30
億

５
，
２
９
１
万
円（
対
前
年
度

予
算
比
で
は
３
・
６
％
増
、
１

億
５
７
４
万
円
増
）
を
計
上
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
主
財
源
で
あ
る
町

民
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業

収
入
に
お
い
て
は
生
乳
販
売
が

堅
調
に
推
移
し
て
い
る
も
の

の
、
漁
業
収
入
が
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
給
与
・
営
業
所
得
で
の

減
額
を
見
込
み
、
町
民
税
全
体

で
対
前
年
度
比
１
・
４
％
減
の

３
億
４
，
１
２
０
万
円
を
計
上

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
で
は
、
農
業
施

設
お
よ
び
設
備
の
投
資
を
反
映

し
て
４
・
６
％
増
を
見
込
み
、

町
税
全
体
で
は
対
前
年
度
比

０
・
９
％
増
の
７
億
１
，
０
１

４
万
円
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
適
正
な

　

会
計
別
予
算
案

◆
一
般
会
計

　

62
億
８
，
2
０
０
万
円

　

対
前
年
当
初
比

７
・
２
％
の
減

◆
特
別
会
計

　

22
億
２
，
０
２
０
万
円

　

対
前
年
当
初
比

０
・
１
％
の
減

（
病
院
会
計
を
除
く
会
計
）

◆
病
院
会
計

　

11
億
６
，
４
３
１
万
円

　

対
前
年
当
初
比

６
・
９
％
の
増

※
詳
細
は
12
ペ
ー
ジ
以
降
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
方
交
付
税

◆
普
通
交
付
税

　

27
億
３
，
５
２
０
万
円

　

対
前
年
当
初
比

４
・
８
％
の
増

◆
特
別
交
付
税

　

２
億
１
，
０
０
０
万
円

　

対
前
年
当
初
比

１
・
９
％
の
減

◆
臨
時
財
政
対
策
債

　

1
億
７
７
２
万
円

　

対
前
年
当
初
比

12
・
２
％
の
減

※
詳
細
は
12
ペ
ー
ジ
以
降
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

本町の人口推移
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《
教　

育
》

　

こ
ど
も
園
か
ら
小
、
中
学
校

へ
の
園
小
中
一
貫
教
育
を
推
進

し
、
相
互
が
学
び
あ
う
交
流
を

通
し
て
園
小
中
連
携
の
も
と
、

高
校
ま
で
系
統
的
に
つ
な
が
る

連
携
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
教
育
を
通
じ
て
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
心
豊
か
に
生
き
る
た

め
の
学
び
の
支
援
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

標
津
高
校
の
存
続
問
題
は
町

の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
。
標
津
高
校
の
魅
力
づ
く

課
税
と
収
納
率
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
令
和
２
年
度

「
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
経
費

と
し
て
、
３
億
８
，
３
７
５
万

円（
う
ち
補
助
金
、
町
債
な
ど

を
除
く
一
般
財
源
の
持
ち
出
し

は
約
１
億
７
千
万
円
）
を
計
上

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
と
な
る
子
育
て
政

策
・
環
境
の
充
実
で
は
、
継
続

性
を
重
視
し
た
こ
ど
も
園
の
負

担
軽
減
、
子
ど
も
医
療
費
の
無

料
化
、
標
津
高
校
存
置
対
策
で

は
こ
れ
ま
で
の
支
援
を
拡
充

し
、
新
た
に
給
食
の
提
供
を
実

施
す
る
な
ど
、
本
町
地
域
に
お

け
る
高
等
教
育
の
機
会
の
確

保
・
存
続
に
一
層
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
出
産
の
支
援
で

は
引
き
続
き
お
母
さ
ん
へ
の
サ

ポ
ー
ト
や
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た

め
の
支
援
な
ど
、
給
付
支
援
と

相
ま
っ
た
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に

よ
る
住
み
た
い
ま
ち
、
住
み
続

け
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
経
済
の
施
策
で
は
、
水

産
資
源
の
新
た
な
創
造
を
目
的

に
若
手
漁
業
者
を
中
心
に
養
殖

な
ど
を
模
索
す
る
調
査
費
や
、

現
存
す
る
地
場
産
品
に
付
加
価

値
を
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
雪

氷
を
活
用
し
た
保
存
庫
の
実
証

実
験
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
起

業
へ
の
支
援
で
は
制
度
内
容
を

拡
充
し
、
近
年
増
え
つ
つ
あ
る

外
国
人
技
能
実
習
生
が
地
域
を

学
び
、
交
流
す
る
機
会
へ
の
支

援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
・
危
機
管
理
で
は
、

他
機
関
連
携
型
水
害
タ
イ
ム
ラ

イ
ン（
事
前
避
難
行
動
）
へ
の

取
り
組
み
や
洪
水
氾
濫
危
険
区

域
図
の
作
成
、
要
援
護
者
台
帳

シ
ス
テ
ム
の
再
整
備
、
現
在
防

災
備
蓄
倉
庫
と
し
て
使
用
中
の

旧
標
津
幼
稚
園
補
修
な
ど
、
住

民
の
安
心
安
全
確
保
の
た
め
の

事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
補
正
予
算
措
置
と

な
っ
た
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
交
付

金
を
活
用
し
た
事
業
は
、
多
く

の
町
内
外
の
方
々
に
ア
イ
ヌ
文

化
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
理
解

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
財
源
に
つ
き
ま

し
て
は
、
活
用
で
き
る
限
り
の

補
助
金
や
町
債
等
の
特
定
財
源

を
充
当
し
、
こ
れ
ま
で
の
行
財

政
改
革
等
に
よ
っ
て
築
い
た
基

金
を
一
部
投
入
し
て
対
応
し
て

い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

以
下
、
具
体
的
な
政
策
の
内

容
を
申
し
上
げ
ま
す
が
、「
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
や
町
民
の
暮

ら
し
を
守
る
各
種
施
策
を
積
極

的
に
実
践
す
る
中
で
、
将
来
を

見
据
え
た
政
策
の
選
択
と
集
中

を
進
め
、
健
全
な
財
政
を
堅
持

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

四
．
具
体
的
な
政
策

（
１
）安
心
し
て
子
育
て
の

で
き
る
ま
ち

《
子
宝
・
子
育
て
応
援
》

　

こ
れ
ま
で「
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
に
よ
り
、
特
に
重
点
を
置

い
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
子

宝
・
子
育
て
の
支
援
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
一
連
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
総
合
的
に

支
援
す
る
施
策
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
ほ
か
、
妊
産
婦
へ
の

支
援
と
し
て
３
年
前
か
ら
始
め

た「
あ
ん
し
ん
出
産
支
援
事
業
」

に
加
え
、
昨
年
か
ら
始
め
た
産

婦
健
康
診
査
・
産
後
ケ
ア
事
業

や
、
新
生
児
聴
覚
検
査
費
助
成

事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
は
、
平
成
26
年
度
に
開
始

以
来（
平
成
27
年
度
か
ら
高
校

生
ま
で
拡
大
）
医
療
機
関
へ
の

早
期
受
診
が
促
さ
れ
、
重
症
化

予
防
と
と
も
に
健
康
へ
の
意
識

向
上
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
子
育
て
支
援
策
と

連
動
し
安
心
し
て
子
育
て
の
で

き
る
環
境
整
備
に
努
め
、「
北

海
道
ナ
ン
バ
ー
１
の
子
育
て
支

援
」を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❷
あ
ん
し
ん
出
産
の
支
援

　

�（
産
婦
健
康
診
査
・
産
後
ケ

ア
、
新
生
児
聴
覚
検
査
費
助

成
事
業
の
継
続
支
援
）

❸
出
産
祝
い
金
の
給
付

❹�

こ
ど
も
園
の
支
援
充
実
、
保

護
者
負
担
軽
減

❺
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し
た

　

医
療
費
の
無
料
化

⑥�

予
防
接
種
事
業
等
に
係
る
保

護
者
負
担
の
軽
減

※
●
は
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
以
下
同
じ
）

❶
結
婚
活
動
の
応
援
強
化

【
主
な
施
策
】
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り
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
令

和
２
年
度
よ
り
学
校
給
食
を
開

始
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
魅
力

あ
る
支
援
策
を
実
施
し
て
生
徒

の
確
保
に
努
め
る
た
め
に
、
専

門
職
員
を
配
置
し
標
津
高
校
存

続
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

そ
の
町
に
定
住
を
検
討
す
る

際
の
３
要
素
は
、
買
物
・
医
療
・

教
育（「
仕
事
」
は
別
と
し
て
）

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

面
か
ら
も
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）い
つ
ま
で
も
快
適
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

《
建
設
・
公
共
投
資
》

　

町
民
の
住
生
活
を
支
え
、
い

つ
で
も
安
心
安
全
で
住
み
心
地

の
良
い
毎
日
を
送
る
た
め
に

も
、
町
民
生
活
を
守
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
近
年

全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
異

常
気
象
や
自
然
災
害
の
猛
威
を

目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
、
防

災
・
減
災
へ
の
迅
速
な
対
応
と

そ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
現
代

社
会
に
お
い
て
、
マ
ン
パ
ワ
ー

と
も
い
う
べ
き
建
設
業
は
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
の
道
路
整
備
事
業

は
、
継
続
４
路
線
、
新
規
３
路

線
の
整
備
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
く
橋
梁
の
修
繕

に
つ
い
て
も
老
朽
化
や
経
年
劣

化
の
状
況
を
踏
ま
え
た
計
画
的

な
改
修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

町
が
管
理
す
る
普
通
河
川
に

お
け
る
河
岸
お
よ
び
河
口
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
氾
濫
な
ど

が
心
配
さ
れ
る
河
川
を
計
画
的

か
つ
優
先
的
に
調
査
分
析
し
、

そ
の
分
析
結
果
に
基
づ
く
ハ
ー

ド
面
あ
る
い
は
ソ
フ
ト
面
か
ら

の
有
効
対
策
を
継
続
検
討
す
る

と
と
も
に
、
緊
急
度
の
高
い
河

川
か
ら
必
要
な
整
備
手
法
の
確

立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
政
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
26
年
か
ら
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す「
住
宅
取
得
助
成
事
業
」

と「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
」
を
、
町
内
経
済
の
活
性
化

と
定
住
人
口
の
確
保
、
さ
ら
に

は
町
外
か
ら
の
移
住
に
よ
る
人

口
増
加
を
図
る
目
的
か
ら
も
事

業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
継
続
し
た
安
定
供
給
に
努

め
る
と
と
も
に
、
予
測
不
能
な

大
規
模
災
害
発
生
時
に
も
迅
速

な
水
の
供
給
を
果
た
す
使
命
を

担
う
こ
と
か
ら
、
災
害
等
緊
急

時
対
応
備
蓄
品
の
計
画
的
整
備

と
そ
の
管
理
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
基
本
計
画

に
基
づ
く
老
朽
化
施
設
の
改
修

と
監
視
・
維
持
体
制
の
確
立
を

図
り
、
中
長
期
を
見
据
え
た
健

全
か
つ
安
全
な
水
道
事
業
を
営

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

供
用
開
始
か
ら
34
年
経
過
す
る

下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
と
20
年

経
過
す
る
川
北
下
水
処
理
場
の

改
築
更
新
と
維
持
修
繕
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
下
水

道
処
理
区
域
外
に
お
い
て
は
、

生
活
排
水
処
理
基
本
計
画
に
基

づ
き
合
併
浄
化
槽
の
設
置
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
と

も
に
町
民
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
適

切
な
維
持
管
理
を
図
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
将
来
を
見
据
え
た

適
正
か
つ
健
全
な
事
業
の
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

❶�

こ
ど
も
園
の
支
援
充
実
、
保

護
者
負
担
軽
減

❷��

未
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
の

育
成
支
援

③�

教
育
施
設
整
備
計
画
に
基
づ

く
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境

の
提
供

④�

G
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

沿
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の

整
備
充
実

⑤�

地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
廃

校
舎
の
計
画
的
な
取
り
壊
し

❻�

小
、
中
学
生
の
学
習
教
材
費

の
助
成
継
続

【
主
な
施
策
】

①�

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
計

画
的
な
公
共
事
業
の
執
行

❷�

冬
期
除
雪
体
制
の
確
保
と
雪

害
対
策
対
応

③�

住
生
活
を
支
え
る
道
路
・
橋

梁
の
老
朽
劣
化
対
策
に
係
る

整
備
と
維
持

④�

大
型
農
作
業
機
械
の
安
全
走

行
と
危
険
回
避
に
対
応
し
た

道
路
の
改
修

❺��

町
管
理
河
川
の
現
況
把
握
と

防
災
へ
の
取
り
組
み

❻
新
築
・
中
古
住
宅
取
得
支
援

❼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

【
主
な
施
策
】

❼�

し
べ
つ
未
来
塾
に
よ
る
未
来

を
担
う
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り

❽�

ア
イ
ヌ
文
化
の
啓
発
・
活
用
、

日
本
遺
産
認
定
推
進
等
に
よ

る
地
域
の
活
性
化

❾�

標
津
高
等
学
校
存
続
の
た
め

の
魅
力
づ
く
り
対
策

下水道管理センター
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《
環
境
・
景
観
》

　

地
域
の
景
観
・
文
化
を
守
り
、

自
立
を
目
指
す
運
動
を
推
進
す

る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

日
本
で
最

も
美
し
い
村
連
合
」
に
本
町
が

加
盟
し
て
10
余
年
が
経
過
し
、

本
年
、
５
年
に
一
度
の
定
期
審

査
を
迎
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

連
合
加
盟
自
治
体
と
し
て
、

引
き
続
き
美
し
い
景
観
の
保
全

と
創
造
に
努
め
る
と
と
も
に
、

他
の
加
盟
村
と
の
連
携
を
図

り
、
加
盟
団
体
の
優
位
性
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
景
観
整
備
事
業
の
一

環
と
し
て
、
標
津
市
街
地
に
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、

光
に
よ
る
景
観
創
出
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
デ
ザ
イ
ン
を
検

討
し
、
一
年
を
通
し
て
町
の
夜

を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
観
光
振
興
、
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
の
一
つ
と
な
る
よ
う

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

標
津
川
を
は
じ
め
と
す
る
町

内
各
河
川
の
環
境
保
全
に
つ
い

て
は
、
町
・
農
協
・
漁
協
に
よ

る「
産
業
環
境
に
関
す
る
3
者

会
議
」
の
活
動
と
連
携
し
、
水

質
調
査
の
採
水
箇
所
等
の
見
直

し
を
行
い
な
が
ら
継
続
的
に

実
施
し
、
経
年
変
化
を
含
め
監

視
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
10
河
川
、
18
カ
所
調
査
）

※
１
カ
所
増

《
高
齢
者
・
障
が
い
者
支
援
》

　

人
生
１
０
０
歳
時
代
が
到
来

す
る
と
い
わ
れ
、
本
町
に
お
い

て
も
65
歳
以
上
の
人
口
が
占
め

る
高
齢
化
率
は
30
％
を
超
え
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
町
で
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
、
本
町
で
は
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
日
常

生
活
で
の
困
り
事
を
、
町
民
サ

ポ
ー
タ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

支
え
合
う「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
平
成
28
年
に

ス
タ
ー
ト
し
、
３
年
が
経
過
い

た
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
利
用

状
況（
３
月
３
日
現
在
）
は
41

件
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
は
延

べ
90
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
高
齢

化
、
重
度
化
や
「
親
亡
き
後
」

を
見
据
え
、
障
が
い
の
あ
る
人

や
お
子
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
障
が
い
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム（
共
同
生
活
援
助
施

設
）
開
設
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
国
や
道

の
補
助
採
択
の
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
の
方
針
・
課
題
等
を

含
め
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
一
昨
年
、
障
が
い
者
へ

の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
切
れ
目

な
く
提
供
で
き
る
仕
組
み
と
し

て
、
緊
急
時
の
受
け
入
れ
や
、

専
門
性
の
高
い
相
談
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
な

ど
の
根
室
管
内
１
市
４
町
の
広

域
連
携
事
業
と
し
て
整
備
い
た

し
ま
し
た
地
域
生
活
支
援
拠
点

事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①�

地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
く
地
域

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

❷�

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
地
域
で
の
支
え

合
い

❸�

高
齢
者
福
祉
施
設
利
用
者
の

負
担
軽
減

❹�

介
護
予
防
事
業（
い
き
い
き

百
歳
体
操
）の
推
進

⑤�

介
護
従
事
者
確
保
・
定
着
の

た
め
の
研
修
受
講
費
の
助
成

⑥�

い
き
い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

活
動
推
進
支
援

⑦�

高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
と
し

た
除
雪
支
援
の
充
実

⑧
在
宅
介
護
へ
の
支
援
充
実

⑨
認
知
症
施
策
の
推
進

⑩�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ラ
リ
工
房
の

経
営
安
定
に
向
け
た
支
援

⑪�

障
が
い
者
の
地
域
生
活
支
援

拠
点
の
整
備

⑫�

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
開
設
検
討（
継
続
）

【
主
な
施
策
】

❶�

標
津
川
の
環
境
保
全
の
取
り

組
み

②�

美
し
い
村
連
合
加
盟
団
体
と

の
連
携
強
化

【
主
な
施
策
】

体操で健康づくり

⑧�
公
営
住
宅
の
計
画
修
繕
と
需

要
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
住
宅
整

備
へ
の
取
り
組
み

⑨�

計
画
に
基
づ
く
水
道
・
下
水

道
施
設
の
改
築
更
新
と
耐
震

化
の
実
施

⑩�

災
害
な
ど
の
非
常
時
や
断
水

時
に
備
え
た
給
水
備
蓄
品
の

計
画
的
な
整
備

⑪�

生
活
排
水
処
理
基
本
計
画

（
地
域
計
画
）
に
基
づ
く
浄

化
槽
事
業
の
推
進

❸�

光
の
景
観
創
出
に
よ
る
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

④�

旧
焼
却
施
設
解
体
事
業（
実

施
設
計
等
）
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《
医
療
・
保
健
》

　

標
津
病
院
は
、
久
留
米
大
学

医
学
部
内
科
学
講
座
お
よ
び
外

科
学
講
座
の
手
厚
い
配
慮
に

よ
っ
て
、
同
大
学
医
学
部
の
教

育
関
連
診
療
科
と
し
て
、
内
科

と
外
科
の
認
定
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
配
慮
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
信
頼

あ
る
安
定
し
た
医
療
体
制
の
も

と
、
広
域
的
な
医
療
提
供
体
制

の
強
化
・
充
実
・
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
町
民
の
生
命
と
健
康

を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
管
理
・
健
康
づ
く
り
に

つ
き
ま
し
て
は
、
妊
婦
・
乳
幼

児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
予

防
対
策
が
重
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
医
療
機
関
、
教
育

機
関
な
ど
の
関
係
者
と
連
携
し

た
予
防
活
動
に
取
り
組
み
、
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
各
種
健
診
の

受
診
や
運
動
事
業
へ
の
参
加
へ

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
昨

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

は
、
対
象
と
な
る
運
動
事
業
を

拡
充
の
う
え
継
続
し
、
多
く
の

町
民
の
参
加
意
欲
を
高
め
る
中

で
、
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
町

民
の
健
康
増
進
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

《
防
災
・
減
災
・
交
通
安
全
》

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
も

起
こ
る
と
の
認
識
を
持
ち
、
命

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
こ

れ
ま
で
防
災
関
連
機
器
の
更
新

や
防
災
備
蓄
品
の
整
備
、
避
難

訓
練
や
防
災
講
演
会
な
ど
の
啓

発
活
動
の
ほ
か
、
防
災
教
育
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

後
も「
標
津
町
地
域
防
災
計
画
」

に
基
づ
き
、
町
民
の
皆
さ
ま
が

災
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を

持
て
る
よ
う
、
防
災
・
減
災
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
は
防
災
・
減
災
３
カ
年

計
画
の
２
年
目
と
な
り
ま
す
。

近
年
増
加
し
て
い
る
豪
雨
災
害

に
備
え
、
標
津
川
に
お
け
る
水

害
に
備
え
る
た
め
の
対
策
と
し

て
、
道
内
４
例
目
と
な
る
、
道

や
気
象
庁
と
の
連
携
の
も
と
地

域
住
民
や
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ

れ
事
前
に
と
る
べ
き
防
災
行
動

を
時
系
列
に
整
理
し
た「
標
津

地
区
水
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
事

前
避
難
行
動
）」
の
作
成
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

犯
罪
や
交
通
事
故
の
未
然
防

止
の
た
め
、
防
犯
灯
の
更
新
や

交
通
事
故
が
懸
念
さ
れ
る
危
険

な
交
差
点
へ
の
注
意
喚
起
看
板

な
ど
の
設
置
の
ほ
か
、
運
転
に

不
安
を
抱
え
る
高
齢
者
の
た
め

の
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事

業
を
推
進
し
、
重
大
事
故
防
止

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①�
標
津
病
院
の
医
療
体
制
の
堅

持
❷�「
修
学
資
金
」と「
就
業
支
援

金
」
の
制
度
に
よ
る
医
療
技

術
者
等
の
確
保
・
定
着

❸�

小
中
学
生
の
生
活
習
慣
病
予

防
検
査
お
よ
び
保
健
指
導

❹�

若
者
健
診
・
保
健
指
導
の
推

進
⑤�

特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
、
保

健
指
導
の
充
実

⑥�

歯
周
病
検
診
の
助
成（
対
象

は
30
歳
、
40
歳
、
50
歳
、
60

歳
、
70
歳
）

❼�

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
施

に
よ
る
町
民
の
健
康
推
進

⑧�

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
無
料
化

⑨�

医
療
機
関
や
教
育
機
関
と
連

携
し
た
予
防
活
動
等
の
実
践

⑩�

保
健
・
医
療
に
関
す
る
啓
発
・

相
談
の
窓
口
機
能
の
強
化

⑪�

自
殺
対
策
計
画
の
推
進（
継

続
）

⑫�

乳
児
の
胃
腸
炎
重
症
化
予
防

（
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
）

定
期
接
種
化

【
主
な
施
策
】

❶�

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
防

災
・
減
災
対
策
の
推
進

②�

防
災
教
育
や
防
災
訓
練
等
に

よ
る
防
災
・
減
災
啓
発
の
実

践
③�

標
津
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
W
ｅ
ｂ
版
に
よ
る
情
報
提

供
❹�

標
津
川
洪
水
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

作
成

❺�

危
機
管
理
型
水
位
計
設
置
河

川
の
水
位
監
視

⑥�

高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返

納
支
援
事
業

【
主
な
施
策
】

T字路に設置の交通安全看板

標津病院
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（
３
）活
気
に
満
ち
た

産
業
・
経
済
の
ま
ち

《
農　

業
》

　

本
町
の
酪
農
業
は
、
継
続
的

な
草
地
整
備
や
乳
用
牛
の
健
康

管
理
を
基
本
と
し
、
さ
ら
に
最

近
で
は
地
域
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

の
設
立
や
農
作
業
の
外
部
委

託
化
に
よ
り
、
根
釧
地
域
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
戸
当
り
の
生
産
乳
量
の
拡

大
が
図
ら
れ
、
令
和
元
年
度
も

平
成
28
年
度
か
ら
4
年
連
続
で

生
乳
生
産
量
が
10
万
ト
ン
台
を

超
え
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
生
産
額
に
お
い

て
も
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
の

乳
代
が
１
０
０
円
強
の
高
水
準

を
維
持
し
て
い
る
こ
と
や
、
乳

用
牛
・
肉
用
牛
の
個
体
価
格
の

高
止
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
過
去

最
高
を
記
録
し
た
昨
年
の
１
３

３
億
円
と
ほ
ぼ
同
額
に
な
る
見

通
し
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
本
町
農
業
の
さ
ら
な

る
発
展
を
継
続
す
る
た
め
に
、

平
成
29
年
度
に
町
・
農
協
で
連

携
し
て
策
定
し
た「
農
業
振
興

計
画
」
に
沿
っ
た
各
種
政
策
の

着
実
な
実
施
が
肝
要
で
あ
り
、

今
後
も
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
の
み
な

ら
ず
農
業
者
を
取
り
巻
く
ソ
フ

ト
面
に
つ
い
て
も
対
策
を
講

じ
、
足
腰
の
強
い
持
続
可
能
な

酪
農
業
の
発
展
振
興
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

《
林　

業
》

　

公
益
的
で
多
面
的
な
機
能
を

有
す
る
森
林
は
、
本
町
の
面
積

の
約
7
割
を
占
め
て
お
り
、
水

源
の
涵
養
や
水
産
資
源
の
増
進

な
ど
、
住
民
生
活
や
生
産
活
動

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
重
要
な
機
能
を
担
う
森

林
を
次
代
へ
と
確
実
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
は
、
長
期
の
視
点
に

立
っ
た
山
林
の
植
林
・
除
間
伐

を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
本
町
に
お
い
て
は

「
森
林
整
備
計
画
」に
沿
っ
た
森

林
の
整
備
を
図
る
た
め
補
助
事

業
を
活
用
し
た
町
有
林
の
計
画

的
な
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
町
単
独
の「
緑
と
海
を
育

む
森
づ
く
り
事
業
」に
お
け
る
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

私
有
林
の
安
定
か
つ
継
続
的
な

整
備
を
行
い
、
多
様
な
森
林
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

《
水
産
業
》

　

秋
サ
ケ
漁
は
、
町
の
経
済
の

盛
衰
に
直
結
す
る
産
業
で
あ
り

ま
す
。

　

サ
ケ
増
殖
施
設
整
備
に
係
る

漁
業
者
負
担
の
軽
減
や
、
秋
サ

ケ
の
付
加
価
値
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
へ
の
支
援
な
ど
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

秋
サ
ケ
不
漁
対
策
に
つ
い
て

は
、
確
実
・
有
効
な
方
法
に
取

り
組
め
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
漁
獲
量
の
回
復
の
た
め

に
は
、
親
魚
の
確
保
と
健
康
で

元
気
な
稚
魚
づ
く
り
が
肝
要
で

あ
り
ま
す
。

　

町
や
漁
業
関
係
者
を
は
じ
め

地
域
が
一
体
と
な
り
、
自
然
産

卵
調
査
事
業
お
よ
び
沿
岸
餌
料

環
境
調
査
事
業
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
河
川
環
境
保
全
に
も

注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ホ
タ
テ
漁
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
間
水
揚
量
８
，
０
０
０
ト
ン

の
安
定
生
産
を
目
標
と
し
て
、

必
要
な
技
術
や
調
査
の
支
援
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
資
源
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
ナ
マ
コ
種
苗

放
流
事
業
や
ホ
ッ
カ
イ
エ
ビ
の

資
源
管
理
調
査
事
業
に
対
し
て

の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
水
産
資
源
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
本
年
を「
新
水
産
資
源

元
年
」と
位
置
付
け
、
調
査
・
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
加
工
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
主
要
商
材
で
あ
り
ま
す
秋

サ
ケ
の
不
漁
に
加
え
、
ロ
シ
ア

ト
ロ
ー
ル
船
に
よ
る
乱
獲
、
サ

ン
マ
や
イ
カ
の
不
漁
に
よ
り
、

加
工
原
料
が
不
足
し
、
加
工
原

料
の
高
騰
や
加
工
従
業
員
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
水
産
加
工
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地

域
ハ
サ
ッ
プ
の
推
進
を
は
じ
め
、

水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
推
進

事
業
、
活
〆
の
普
及
、
水
産
物
付

加
価
値
の
向
上
、
６
次
産
業
化

❶�

新
し
い
農
業
経
営
者
づ
く
り

事
業
に
よ
る
担
い
手
の
確
保

②�

農
業
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
推
進

事
業
に
よ
る
新
規
就
農
者
へ

の
支
援

❸�

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
整
備
、
複

数
戸
法
人
設
立
の
支
援

④
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
推
進

⑤�

公
共
牧
場
草
地
更
新
へ
の
支

援
⑥�

各
種
事
業
を
活
用
し
た
計
画

的
な
草
地
更
新
・
草
地
整
備

の
推
進

⑦�

家
畜
糞
尿
利
活
用
施
設
整
備

資
金
に
対
す
る
利
子
補
給
事

業
⑧�

家
畜
疾
病
予
防
対
策
に
よ
る

健
康
な
乳
牛
づ
く
り
の
推
進

【
主
な
施
策
】

①�

町
有
林
整
備
の
推
進
や
私
有

林
整
備
の
促
進

【
主
な
施
策
】

②�

野
生
動
物
の
適
正
管
理
の
実
施

③�

官
学
連
携
に
よ
る
野
生
動
物

の
調
査
・
研
究

④
ハ
ン
タ
ー
育
成
事
業
の
推
進
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の
取
り
組
み
な
ど
へ
の
支
援
を

継
続
し
、
標
津
産
水
産
物
お
よ

び
水
産
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力

ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
新
た
に
命
名
し

た
、標
津
産
ケ
イ
ジ
へ
の「
王
標
」

並
び
に
、
特
大
サ
ク
ラ
マ
ス
へ

の「
伊
茶
仁
マ
ス
」と
い
う
２
つ

の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
活
用
し
、
標

津
産
海
産
物
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

《
商
業
・
起
業
・
雇
用
》

　

秋
サ
ケ
漁
を
は
じ
め
と
し
た

水
産
業
の
低
迷
、
町
内
消
費
購

買
力
の
流
出
に
伴
う
需
要
の
減

少
、
ま
た
経
営
者
の
高
齢
化
・

後
継
者
不
足
な
ど
、
商
工
業
者

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
中
小
企
業
な
ど
の
振

興
を
目
的
と
し
た「
標
津
町
中

小
企
業
等
振
興
基
本
条
例
」
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
中
小
企
業

者
・
町
民
目
線
に
立
っ
た
振
興

施
策
の
意
見
反
映
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

標
津
町
中
小
企
業
融
資
制
度

（
マ
ル
標
資
金
）
に
つ
い
て
は
、

融
資
枠
の
拡
大
や
要
件
を
緩
和

し
た
こ
と
に
よ
り
、
町
内
中
小

企
業
の
利
活
用
増
が
図
ら
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
中
小
企
業
へ
の
優
遇

措
置
と
起
業
者
支
援
の
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
産
性
特
措
法
に
よ
る
労
働

生
産
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る

中
小
企
業
を
対
象
に
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
場
合
、
機
械
・

備
品
の
整
備
に
係
る
固
定
資
産

税
を
ゼ
ロ
と
す
る
時
限
措
置
を

継
続
し
、
今
年
度
は
既
に
4
件

が
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
単
独
事
業
の「
起

業
等
支
援
補
助
金
」
の
継
続
を

は
じ
め
、
国
・
道
・
町
が
推
進

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
つ
い

て
商
工
会
や
金
融
機
関
と
の
連

携
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

商
工
会
が
運
営
す
る
移
動
販

売
車
事
業
は
、
一
新
さ
れ
た
車

両
と
装
備
も
充
実
し
た
こ
と

か
ら
、
地
元
購
買
に
加
え
て
災

害
・
福
祉
分
野
、
町
行
事
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
、
広
範
な
場
面
で
の
役

割
を
果
た
す
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
購
買
運
動
の
地
元

主
義
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

職
業
安
定
機
関
と
の
連
携
に

よ
る
職
業
紹
介
所
窓
口
の
充
実

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
近
年

本
町
で
も
増
加
し
て
い
る
外
国

人
技
能
実
習
生
と
地
域
の
交
流

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

《
観　

光
》

　

本
年
、
22
年
目
と
な
る
水
・

キ
ラ
リ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

内
容
に
つ
い
て
各
実
行
委
員
会

で
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

祭
り
の
成
功
に
向
け
て
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
改
め
て
お
願
い
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
は
、
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
も
重
要
な
位
置
づ

け
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
個
人

や
団
体
観
光
客
の
受
け
入
れ 水キラリ

標津産ケイジ「王標」

①�

秋
サ
ケ
漁
業
の
経
営
安
定
に

向
け
た
資
金
利
子
補
給
事
業

の
実
施

【
主
な
施
策
】

❷�

標
津
川
の
水
深
確
保
・
サ
ケ

不
漁
要
因
調
査
の
実
施
要
望

❸�

サ
ケ
自
然
産
卵
推
進
お
よ
び
沿

岸
餌
料
環
境
調
査
事
業
支
援

④�

産
業
環
境
に
関
す
る
3
者
会

議
の
取
り
組
み
推
進

❺�

ホ
タ
テ
資
源
の
安
定
確
保
・

ナ
マ
コ
種
苗
放
流
試
験
調
査

事
業
へ
の
支
援

⑥�
漁
港
等
生
産
活
動
施
設
整
備

の
支
援

⑦�

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た

「
地
域
ハ
サ
ッ
プ
」の
推
進

❽�

水
産
物
の
高
付
加
価
値
化
と

標
津
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
取
り

組
み

⑨�

地
場
資
源
・
加
工
品
の
販
売

推
進
の
強
化

❿�

新
水
産
資
源
調
査
・
検
討
事

業
の
実
施

①�「
標
津
町
中
小
企
業
等
振
興

会
議
」
を
活
用
し
た
振
興
施

策
検
討

②�

標
津
町
中
小
企
業
融
資
制
度

（
マ
ル
標
資
金
）
利
活
用
促
進

③�

創
業
支
援
事
業
計
画
に
よ
る

創
業
の
促
進

❹
起
業
等
の
支
援
の
拡
充
継
続

【
主
な
施
策
】

⑤�

移
動
販
売
車
の
機
能
的
・
多

目
的
活
用

❻�

地
元
産
業
の
就
労
機
会
づ
く
り
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は
も
と
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

や
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
内
研
修
）
な

ど
、
多
種
多
様
な
観
光
客
の
誘

引
を
図
る
た
め
、
観
光
協
会
を

は
じ
め
と
す
る
観
光
関
係
団
体

の
連
携
に
よ
る
新
た
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
充
実
を
は
じ
め
と
し

た「
ほ
ん
も
の
体
験
活
動
の
促

進
」
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
組
織
で
あ
る

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
に
向
け
た

取
り
組
み
を
、
官
民
一
体
で
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
モ
ン
科
学
館
と

と
も
に
観
光
拠
点
施
設
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た

サ
ー
モ
ン
ハ
ウ
ス
に
つ
き
ま
し

て
は
、
既
存
施
設
の
改
修
に
よ

り
活
用
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
既
に
耐
用
年
数
を
過

ぎ
て
お
り
改
修
だ
け
で
は
魅
力

化
が
図
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店
に
加
え
て

観
光
案
内
や
他
の
施
設
の
併
用

を
検
討
す
る
な
ど
、
よ
り
充
実

し
た
施
設
と
す
る
た
め
新
築
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

一
昨
年
、
本
町
観
光
大
使
の

岡
千
秋
氏
に
よ
り
作
曲
し
て
い

た
だ
き
、
水
・
キ
ラ
リ
で
初
披

露
さ
れ
た
標
津
町
応
援
Ｐ
Ｒ
ソ

ン
グ「
こ
こ
が
ふ
る
里
」
が
Ｃ

Ｄ
化
と
な
り
、
本
年
6
月
に
全

国
販
売
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
通
信
カ
ラ
オ
ケ
に
も
ご

当
地
ソ
ン
グ
と
し
て
全
国
へ
配

信
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、
知
名

度
向
上
へ
の
効
果
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

《
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
》

　

平
成
25
年
度
か
ら
行
わ
れ
た

武
佐
岳
地
域
の「
地
熱
開
発
調

査
」
は
、
経
済
性
や
技
術
的
な

問
題
に
よ
り
平
成
29
年
度
に
調

査
が
終
了
し
ま
し
た
が
、
高
温

高
圧
の
地
熱
の
貯
留
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
複
数

の
事
業
者
が
調
査
の
意
向
を
示

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
昨
年
よ
り
地
元
自

治
体
と
し
て
同
意
で
き
る
地
熱

発
電
調
査
実
施
企
業
の
選
定
を

進
め
て
お
り
、
事
業
者
選
定
に

目
途
を
付
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

地
熱
発
電
に
つ
い
て
は
、
開

発
を
推
進
す
る
国
の
方
針
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
と
い
た
し

ま
し
て
も
地
域
振
興
、
産
業
の

創
出
、
人
口
減
少
対
策
、
安
定

電
源
の
確
保
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
全
般
に
わ
た
り
大
き
な
期
待

が
か
か
っ
て
お
り
、
調
査
を
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
野
部
に
お
け
る
地

熱
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
情
報
を
収
集
し
、
地

熱
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
ほ
か
、
雪
氷
熱
を
利

用
し
た
備
蓄
倉
庫
の
研
究
を
行

う
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
と
環
境
負
荷
の
小
さ
い
持

続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
つ
い

て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
と

地
域
の
振
興

《
北
方
領
土
返
還
運
動
》

　

戦
後
70
年
以
上
が
経
過
す
る

中
、
い
ま
だ
解
決
を
み
な
い
北

方
領
土
問
題
は
、
隣
接
地
域
を

構
成
す
る
本
町
に
と
っ
て
重
要

な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
両
国
の

領
土
返
還
を
巡
る
認
識
の
隔
た

り
は
あ
り
ま
す
が
、
一
日
も
早

い
解
決
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も

長
い
道
の
り
に
挑
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

共
同
経
済
活
動
や
北
方
墓
参
の

改
善
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
や
道
、
関
係
団
体
等
と
の
意

見
・
情
報
交
換
を
密
接
に
行
い
、

本
町
は
も
と
よ
り
隣
接
地
域
に

と
っ
て
有
効
な
も
の
と
な
る
よ

う
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
北

方
領
土
か
ら
引
き
揚
げ
た
元
島

民
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
現

実
の
中
で
、
一
日
も
早
い
解
決

に
向
け
て
、
引
き
続
き
返
還
要

求
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

①�

標
津
町
民
ま
つ
り「
水
・
キ

ラ
リ
」開
催

②�

教
育
旅
行
等
誘
致
に
対
応
し

た
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

の
推
進

③�

企
業
内
研
修
や
外
国
人
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
基
盤
づ
く

り
の
推
進

④�

み
ど
こ
ろ
30
選
や
ほ
ん
も
の

体
験
活
動
の
発
信
に
よ
る
町

内
滞
在
の
促
進

⑤�

首
都
圏
の
大
学
や
道
外
の
自

治
体
と
の
官
学
連
携
に
よ
る

交
流
人
口
拡
大

⑥�

観
光
地
域
づ
く
り
の
取
り
組

み
（
日
本
遺
産
認
定
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

設
立
に
向
け
た
取
り
組
み
）

⑦�

町
民
応
援
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
Ｃ
Ｄ

化
に
よ
る
知
名
度
向
上

【
主
な
施
策
】

❶�

地
域
に
配
慮
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用

❷�

太
陽
光
発
電
所
誘
致
に
よ
る

財
源
の
有
効
活
用

③�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

の
継
続

❹�

雪
氷
熱
利
用
に
よ
る
備
蓄
倉

庫
の
研
究

①�

国
、
関
係
団
体
と
連
携
し
た

北
方
領
土
返
還
啓
発
活
動
の

実
施

【
主
な
施
策
】

【
主
な
施
策
】
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《
開
か
れ
た
行
政
》

　

こ
れ
ま
で
、「
ま
ち
づ
く
り
」

に
関
わ
る
計
画
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
課
題
に
取
り
組
む
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
そ
の
課
題

ご
と
に
町
民
組
織
を
立
ち
上

げ
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
貴
重

な
ご
意
見
を
伺
い
そ
の
声
を
町

政
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
引

き
続
き
現
場
主
義
を
基
本
と
し

つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
用
い

て
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
、
各
世
代
の

声
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
で
き

る
よ
う
広
報
・
広
聴
活
動
を
推

進
し「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

《
行
政
組
織
の
在
り
方
》

　

ま
ず
も
っ
て
、
現
在
調
査
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
職
員
が

昨
夏
、
公
務
と
見
ら
れ
る
故
を

も
っ
て
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う

未
曽
有
の
事
故
を
引
き
起
こ
し

た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
遺

族
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
に

よ
り
、
ス
リ
ム
な
組
織
・
職
員

体
制
の
も
と
で
行
政
運
営
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
多
様
化
す
る
行
政
需

要
に
よ
り
業
務
量
が
増
大
し
て

お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
も

限
ら
れ
た
職
員
で
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
働
き
方
改
革
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に

効
率
的
に
行
政
運
営
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
行
政
運
営
は
職

員
の
能
力
に
大
き
く
左
右
さ
れ

ま
す
こ
と
か
ら
、
改
め
て
職
員

個
々
の
能
力
開
発
に
よ
り
公
務

能
率
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ

る
ほ
か
、
現
在
の
管
理
職
員
の

多
く
が
今
後
数
年
の
間
に
定
年

退
職
を
迎
え
ま
す
こ
と
か
ら
、

行
政
が
停
滞
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
逸
材
の
発
掘
と
適
正
配
置

に
努
め
、
組
織
の
体
制
に
万
全

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

職
員
が
効
率
的
に
業
務
を
遂

行
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
多

様
化
す
る
行
政
需
要
に
限
ら
れ

た
職
員
で
最
大
の
効
果
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
業
務

改
善
の
取
り
組
み
を
進
め
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
得

る
行
政
を
実
現
す
る
た
め
の
組

織
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

 

五
．
む
す
び
に

　

以
上
、
町
政
運
営
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
の
、
私
の
所
信
の

一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

私
は
、
昨
年
10
月
1
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
標
津
町
１
４
０
年

記
念
式
典
の
式
辞
で
、「
こ
の

佳
節
を
機
に
、
先
人
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
継
承
す
る
私
た

ち
全
町
民
の
英
知
を
結
集
し
、

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
る
こ
の

標
津
町
の〈
海
・
山
・
川
・
大

平
原
が
お
り
な
す
感
動
の
大

地
〉
の
さ
ら
な
る
進
化
と
創
造

に
邁
進
す
る
決
意
を
す
る
」
と

述
べ
、
郷
土
標
津
を
未
来
の
町

民
に
誇
り
を
持
っ
て
引
き
継
ぐ

こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
一
層
の

努
力
を
お
誓
い
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
う
し
た
先
人
の

足
跡
に
想
い
を
馳
せ
、
こ
の
地

の
歴
史
と
文
化
へ
の
誇
り
を
胸

に
、
未
来
を
見
つ
め
な
が
ら
標

津
の
創
発
に
力
を
尽
く
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
と
い
う
令よ

き
和や
わ

ら
か

な
新
時
代
を
、
明
る
い
希
望
を

持
っ
て
皆
で
進
ん
で
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、「
活

気
に
満
ち
た
産
業
・
経
済
の
ま

ち
」、「
笑
顔
あ
ふ
れ
思
い
や
り

の
あ
る
ま
ち
」、「
安
心
し
て
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
づ
く
り

の
推
進
に
向
け
、
町
民
の
先
頭

に
立
っ
て
力
の
限
り
を
尽
く
す

決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
町

議
会
議
員
の
皆
さ
ま
に
、
新
年

度
の
町
政
運
営
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
、
令
和
2
年
度
の
町
政
執

行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

街中モニター

❶�

青
年
の
声
を
聞
く「
し
べ
つ

未
来
塾
」の
継
続

❷�
女
性
の
声
を
聞
く「
街
中
モ

ニ
タ
ー
」の
継
続

❸�

高
齢
者
の
声
を
聞
く
「
い
き

い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
の
継
続

❹�

地
域
の
声
を
聞
く「
標
津
町

新
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
働
推

進
職
員（
地
域
担
当
参
事
）」

配
置
の
継
続

❺�

町
長
が
直
接
出
向
く「
ま
ち

づ
く
り
出
前
講
座
」の
継
続

【
主
な
施
策
】

①
職
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業

②
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

【
主
な
施
策
】

②
北
方
領
土
講
座
の
開
催

③�
北
方
四
島
と
の
共
同
経
済
活

動
な
ど
の
推
進
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政策パッケージ2020

■ ふるさと新生プラン・ステップⅡにおける「政策パッケージ」のイメージ

平成23～25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

人口減少時代に挑戦する政策パッケージ　（人口対策重点パッケージ）　 効果検証し継続

標津町版「まち・ひと・しごと創生本部」よる総合戦略

ふるさと新生プラン・ステップⅡ （令和３年度まで延長）

持続可能な目標値の設定

⒈　予算のポイント

62億8,200万円
令和２年度　まちの当初予算

　3月6日から13日に開催された第1回定例議会において、一般会計をはじめとした各会計の
令和2年度予算が可決されました。
　本年度の予算は、一般会計は前年度からの継続事業である庁舎耐震等改修や川北西3号防雪
柵設置に取り組むほか、標津川洪水タイムライン行動計画、洪水氾濫危険区域図の作成、防災
備蓄倉庫（旧標津幼稚園）補修工事など、引き続き防災・危機管理に重きを置いた編成となり
ました。
　一般会計の歳入は、自主財源の基本である町税は農業関連の施設・設備の増などにより対前
年度比0.9％増の７億1,014万円を計上しました。また、歳入の大宗を占める地方交付税は、国
の地方財政計画による地方交付税総額の増や公債費に対する交付税措置の増などを反映し、対
前年度比4.3%増の29億4,520万円と見込みました。
　一方歳出については、標津認定こども園建設に関わる元金償還開始などにより公債費が対前
年度比11.1％増となったほか、庁舎耐震等改修事業費の減などにより投資的経費（普通建設事
業費）が36.7％の減となりました。
　「人口減少時代に挑戦する政策パッケージ」は30事業3億8,375万円を計上しています。これ
を含めた一般会計予算総額は対前年度比7.2%減の62億8,200万円、特別会計などを含めた全会
計の予算額総額は対前年度比4.1%減の96億6,650万円となりました。

一般
会計

対前年度比
7.2％減

「人口減少時代に挑戦する政策パッケージ」の着実な推進

　平成26年度から本格始動した「人口減少時代に挑戦する政策パッケージ（人口対策重点パッ
ケージ）」は、町民のライフサイクルを支える政策として町内外に浸透してきたところであり、
人口減少幅が以前に比べ小さくなっていることから、少しずつではありますが政策の効果が出
てきているものと実感するところです。
　政策パッケージには30事業を掲げており、令和2年度は前年度に引き続き防災面での事業
展開による地域住民の安心・安全のまちづくりを推進するとともに、将来への投資として雪氷
熱利用の実証実験への取り組みや、新しい水産資源発掘のための支援などを実施します。また、
近年増えつつある外国人技能実習生の方々に地域の暮らしや文化を理解いただけるよう交流の
場を確保するなど、ソフト面の充実も図っていきます。



13 広報しべつ　APR.2020

⒉　予 算 規 模

一 般 会 計 当 初 予 算 額

全 会 計 の 予 算 総 額

62億8,200万円…対前年度比  ▲7.2％

96億6,650万円･･･対前年度比  ▲4.1％

一般会計当初予算額の推移
億円

70

60

50

40

30
H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R１ R２ 年度

億円

令和元年度

総額　100億8,368万円

令和２年度

総額　 96億6,650万円

元年度

２年度

一般会計
67億7,200万円

特別会計
22億2,293万円

企業会計(病院)
10億8,875万円

一般会計
62億8,200万円

特別会計
22億2,020万円

企業会計(病院)
11億6,431万円

▲7.2％ ▲0.1% +6.9%
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⒊　一般会計予算の概要

地方交付税
29億4,520万円

地方譲与税等
2億6,755万円

町 税
7億1,014万円

国庫支出金
3億5,170万円

道支出金
3億3,802万円

町 債
6億2,692万円

使用料ほか
3億1,215万円

繰入金
7億3,032万円

構成比11.3%

4.3%

46.9%

5.6%

5.4%

11.6%

10.0%

4.9%

◇地方消費税交付金　＋1,880万円(＋16.3%)
◇自動車取得税交付金および環境性能割交付金
　　　　　         ▲740万円（▲37.0%）
◇地方特例交付金　▲980万円(▲76.6%)
◇森林環境譲与税　＋960万円(皆増)

普通交付税　27億3,520万円
特別交付税　  2億1,000万円

◇普通交付税の増減（地方財政計画 (通常分) +2.5%）

＜前年度決定額と比較した主な増減＞
・公債費の増　＋8,664万円　・基準財政収入額の増　▲734万円
・社会福祉費の増　＋3,891万円　・年度内補正財源分　▲15,000万円

対前年度比対前年度比
▲6,698万円（▲16.0%）  

対前年度比
+1億2,065万円 (+4.3%) 

対前年度比
+637万円（+0.9%） 

対前年度比
+915万円（+3.5%）

▲1億3,616万円
▲50,316万円
▲6,600万円

＋53,252万円

（▲15.7%）
◇ふるさと新生プラン・
　ステップⅡ推進基金ほ
　か13基金

対前年度比
▲876万円（▲2.5%）  

▲675万円

対前年度比 ▲3億5,071万円 （▲35.9%） （地財計画 ▲1.6%）
◇臨時財政対策債　　 ▲1,491万円(▲12.2%)

Ｒ１決定額との比較　▲402万円(▲3.6%)
◇過疎対策事業債　　　▲5,100万円(▲14.5%)
◇その他の町債(公住、緊防など)　▲2億8,480万円(▲56.5%)

※「R１年度末」の「決算額」は、決算見込みにより算出しています。

町 税 地方譲
与税等

町 債

農業施設、設備の増など

繰入金

◇町民税 ▲467万円(▲1.4%）
◇固定資産税 ＋1,361万円(＋4.6%)

財政調整基金繰入金
の当初予算計上額は

地 方 交 付 税

国庫
支出金

道
支出金

◇役場庁舎耐震改修事業国庫補助金
◇川北南２線地区基盤整備促進事業交付金
◇アイヌ施策推進交付金

◇草地担い手育成支援特別対策事業道補助金 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 5550
億円

「基金」現在高の推移

62億8,200万円
対前年度比 ▲4億9,000万円(▲7.2％)

　　「1億円」

歳 入

対前年度比 ▲6,357万円（▲16.9%）
◇道営草地整備改良事業分担金　　+2,325万円(+56.7%)
◇畜産担い手育成総合整備事業分担金　　▲8,749万円(▲66.6%)

使用料ほか

当初 39億2,320万円

当初 37億4,833万円

決算 47億5,696万円

決算 43億4,894万円

当初 44億2762万円

+1億2,466万円当初予算
26億1,054万円 (+4.8%)当初予算

27億3,520万円 決定額 ▲197万円
27億3,717万円 (▲0.1%)

令和2年度 令和元年度 増減比較
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物 件 費
8億1,328万円

人 件 費
11億7,730万円

補助費等
13億7,923万円

投資的経費
(普通建設事業費)
11億1,030万円

公 債 費
7億9,012万円

繰 出 金
4億1,697万円

扶 助 費
3億3,652万円

構成比18.7%

12.9%

5.4%

22.0%

17.7%

12.6%

6.6%

4.1%そ の 他
2億5,828万円

0

2

4

6

8

10

12
億円

年度

対前年度比対前年度比
＋786万円（＋2.4%） ▲1億751万円（▲11.7%）

　対前年度比 ▲3,042万円（▲2.2%） 
投資的経費

(普通建設事業費)
対前年度比

対前年度比 +7,926万円（+11.1%） 

◇長期資金元金償還金　+8,906万円（+13.3%）

対前年度比 ＋975万円(＋2.4%)
◇下水道特別会計
◇金山地域休養施設等特別会計

＋552万円
＋396万円  ▲72万円

※「Ｒ１年度」は決算見込み、「Ｒ２年度」は当初予算により算出しています。

繰出金

◇障がい者介護・訓練等給付費 ＋571万円

◇根室北部消防事務組合　▲859万円　◇病院会計　＋2,739万円
◇根室北部衛生組合　▲2,189万円

▲6億4,499万円（▲36.7%）
◇標津町役場庁舎耐震等改修事業
 ▲4億1,023万円
◇畜産担い手総合整備 ▲9,093万円
◇農業基盤整備促進事業（川北南2線）
 ▲7,698万円
◇社会資本整備総合交付金事業 ▲3,395万円
◇北標津連合会館建設 ▲3,723万円

その他

人件費

物件費扶助費

補 助 費 等

◇学校給食センター運営費　 ＋686万円

対前年度比(▲0.3%)

◇アイヌ施策推進事業　＋4,691万円
◇会計年度任用職員（人件費へ移行）　▲1億8,563万円
◇生涯学習センター空調設備点検　＋748万円

公債費

0

20

40

60

80

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

億円

年度

「町債」現在高の推移

6.6 6.3 6.2 6.2 6.5 6.76.4 6.2 6.7 6.8 6.9

0.1 

0
2
4
6
8

10

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R2R1

億円

年度

長期資金償還額の推移

借換･繰上償還

13.2 8.9 9.0 8.9 9.3 9.3 9.6 9.4 9.8 10.6

人件費の推移

0 50 100 150

R1

R2

H30

H29

H28

H27

H26

H25

H24

H13

人

年度

H13比
▲1.4億円
(▲10.9%)

歳 出

一般会計
職員数の推移

（一般会計当初予算
に計上された特別
職を除く職員数）

7.9

0.2

153

H13比
▲29名

(▲19.0%)

62.1 60.3 59.7 60.7 63.4 63.7 64.4 65.6 72.5 72.8 76.073.2
58.9 59.0

74.7

0
3
6
9

12
15
18
21
億円

年度

普通建設事業費の推移

H29 H30 R1 R2H28

11.1
10.6

20.718.7
17.6
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［対前年度比 +18万円 (±0.0%)］

・保険給付費 ＋1,713万円（＋2.9%）
・国保事業納付金（道へ） ▲2,058万円（▲5.6%）

・保健事業費＋4,696万円（＋53.8%）

・全体における人件費調整　＋１６万円

・保険給付費 ▲111万円(▲0.3%)
・地域支援事業費 ▲211万円(▲5.5％)

一般会計繰入金の合計 4億1,547万円 [対前年度比　＋1,065万円 （＋2.6%）]

  一般会計繰入金 4億8,363万円
[対前年度比 +3,116万円 （+6.9%）]

補助費など　　4億6,768万円･･･交付税措置分、
　　　　　　　 　　　　　　　  収益補てん等
投資および出資金  1,595万円･･･企業債償還金分

・Ｘ線ＣＴ装置更新 ＋8,100万円
・画像情報システム整備 ＋2,280万円
・電子カルテ整備 ▲5,000万円
・医業用経費等 ＋1,380万円

各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

一般会計繰入金 7,250万円
[対前年度比 ▲493万円（▲0.6%）]

◆国民健康保険会計（事業勘定）

予算額 9億8,315万円

［対前年度比 ▲370万円 (▲0.9%)］

一般会計繰入金 6,877万円
[対前年度比 ＋292万円 （+4.4%）]

一般会計繰入金 1,942万円
[対前年度比 ▲4万円 （▲0.2%）]

◆介護保険会計（事業勘定）
予算額 4億2,975万円

［対前年度比 +16万円 (+0.5%)］

・建設改良費 ▲3,110万円
（浄水場および配水池耐震補強工事終了等）

［対前年度比 ▲3,290万円(▲14.3%)］

一般会計繰入金  0万円
[対前年度比 0万円（±0.0%）]

一般会計繰入金 1億5,591万円
[対前年度比 ＋552万円（＋3.7%）]

予算額 1億9,798万円

◆介護保険会計（サービス事業勘定）
予算額 3,094万円

・広域連合納付金　＋１，１８８万円（＋９．５％）

一般会計繰入金 7,984万円
[対前年度比 ＋322万円 （＋4.2%）]

［対前年度比 ＋1,214万円 (＋9.3%)］

◆後期高齢者医療会計

◆国民健康保険会計（病院事業）

予算額 1億4,245万円

◆ 簡 易 水 道 会 計

・特定環境保全公共下水道事業
　　　　　　　　＋1,544万円（＋8.6%）

［対前年度比 ＋1,764万円 (＋4.5%)］

予算額 4億1,341万円

◆ 下 水 道 会 計

一般会計繰入金 1,902万円
[対前年度比 ＋396万円（＋26.3%）]

・スキー場リフトおよびゲレンデ整備　＋268万円
［対前年度比 ＋376万円 (＋20.0%)］

◆金山地域休養施設等会計
予算額 2,252万円

⒋　特別会計予算・企業会計予算の概要

1 特別会計

2 企業会計（病院）

22億2,020万円　対前年度比   ▲273万円（▲0.1%）

11億6,431万円　対前年度比 +7,555万円　(+6.9%)
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3
⑴ 会計別「基金」残高

⑵ 会計別「町債」残高

基金・町債の残高
町民１人当たりの貯金残高(一般会計の基金)は 728千円

町民１人当たりの借金残高(一般会計の町債)は 367千円

� （単位：千円）

基 金 名 平成30年度末
現 在 高 ①

令和元年度 令和2年度
積 立 額 ② 現 在 高

④=①+② -③
積 立 額 ⑤ 現 在 高

⑦=④+⑤ -⑥繰入（崩）額③ 繰入（崩）額⑥
財 政 調 整 基 金 882,137 0 882,137 650 782,7870 100,000
減 債 基 金 437,793 23,971 416,597 27,772 427,29745,167 17,072

特

定

目

的

基

金

リ フ レ ッ シ ュ 基 金 921,395 30,092 711,415 250 525,919240,072 185,746
ふ る さ と 応 援 基 金 99,963 93,009 93,009 100,050 100,05999,963 93,000
新生プラン・ステップⅡ推進基金 259,011 50,053 246,683 100 174,43662,381 72,347
子 ど も・ 子 育 て 基 金 319,168 51,054 249,524 150 124,889120,698 124,785
交 通 安 全 対 策 基 金 5,186 1 5,187 3 5,1900 0
ひ か り こ 基 金 274,982 44 266,922 80 257,9608,104 9,042
標津線代替輸送確保基金 258,323 24 236,689 70 218,68421,658 18,075
社 会 福 祉 基 金 123,546 0 103,973 0 92,23219,573 11,741
健康と福祉の村建設基金 15,715 2 15,717 20 15,7370 0
廃棄物処理施設建設基金 96,984 50,009 146,993 40 96,6730 50,360
酪肉経営振興対策基金 437,557 66 326,264 200 307,583111,359 18,881
緑 の 基 金 67,105 1,007 58,112 30 48,14210,000 10,000
水 産 振 興 基 金 462,046 51,139 496,817 300 481,10616,368 16,011
教 育 施 設 等 建 設 基 金 5,182 1 5,183 2 5,1850 0
体 育 文 化 振 興 基 金 90,869 44 87,713 0 84,4533,200 3,260
　 （ 小 計 ） 　 3,437,032 326,545 3,050,201 101,295 2,538,248713,376 613,248

計 4,756,962 350,516 4,348,935 129,717 （A）3,748,332758,543 730,320

特 別 会 計 の 基 金 計 310,831 16,498 323,729 1 304,9713,600 18,759
合 計 5,067,793 367,014 4,672,664 129,718 4,053,303762,143 749,079

※定額運用基金を除いています。
　令和元年度は決算見込みとなっていますが、最終補正により積立額および取崩額が変更になることがあります。
　令和2年度は当初予算に、想定されるふるさと応援基金積立額を加算しています。
　町民1人当たりの残高は、「(A)/令和元年12月末住民基本台帳人口5,147人」で算出しています。

前年度：710千円

前年度：305千円

� （単位：千円）

会 計 区 分 平 成 30 年 度 末
現 在 高 ①

令 和 元 年 度 末
現在高見込額②

令 和 2 年 度 末 見 込
借 入 見 込 ③ 現 在 高 見 込 額

⑤ = ② + ③ - ④ 実 質 起 債 残 高元 金 償 還 ④

一 般 会 計 7,283,395 7,599,873 626,915 7,466,572 （B）1,888,144760,216
簡 易 水 道 会 計 492,389 352,587 53,100 379,297 228,24026,390
下 水 道 会 計 840,202 793,290 78,300 785,886 423,25985,704
病 院 会 計 254,052 256,385 81,000 291,506 215,62645,879

計 8,870,038 9,002,135 839,315 8,923,261 2,755,269918,189
※令和元年度は決算見込み、令和2年度は当初予算により算出しています。
　町民1人当たりの残高は、「(B)/令和元年12月末住民基本台帳人口5,147人」で算出しています。



　本年度の主要事業についてお知らせします。
　「海・山・川・大平原がおりなす　感動の大地・標津町」の実現に向けて、「ふるさと新生プラン・
ステップⅡ」および「政策パッケージ」で掲げた事業の確実な実践を進めます。

令和２年度の主な事業
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安心して出産・子育てのできるまちづくり

１　結婚・出産・子育ての応援
★標津町結婚活動等支援事業� 746万円
★標津町あんしん出産支援事業� 45万円
★出産祝い金� 802万円
★子ども医療費助成事業� 1,363万円
★産婦健診・産婦ケア事業� 182万円
★新生児聴覚検査費助成事業� 33万円
◇標津町不妊治療費助成事業� 30万円
◇公園･教育施設遊具更新等事業� 341万円

２　学校教育の推進
★標津高等学校存置対策事業� 2,532万円
★長野県生坂村との中学生交流事業� 214万円
★子ども元気アップ大作戦� �54万円
◇小中学校�教育用コンピューター更新事業
� 1,253万円
◇小中学校�校務用コンピュータークラウド化事業
� 1,137万円
◆小中学校無線LAN改修工事� 343万円
◇大学連携推進事業（学校教育分野）� 39万円
◇学力向上対策デジタル教材活用事業�341万円
◇学力向上実践先進地視察研修事業� 74万円
◇給食センター地産地消強化対策費� 126万円
◇標津町学校給食センター施設整備事業
� 821万円
◆教育施設整備計画策定経費� 405万円
◆標津小学校屋上防水改修事業� 1,726万円

３　社会教育の推進
★しべつ未来塾事業� 172万円
◇標津きらり大学事業費� 56万円
◇読書活動振興費� 484万円
◇絵本行進曲「ブックスタート」� 15万円

４　スポーツの振興
◇ゲームスイン標津推進費� 90万円
◇総合体育館補修･整備費� 203万円
◇町営球場補修・整備費� 170万円
◇高齢者レクリェーションの集い事業費
� 29万円
◇オホーツクマラソン大会助成金� 129万円
◇スポーツ親善大使活用事業� 20万円
◆親子運動事業� 92万円

５　地域文化の振興
◇日本遺産認定推進事業� 49万円
◇芸術・文化等の鑑賞事業� 150万円
◇標津アイヌ協会運営費助成金� 30万円
★アイヌ政策推進事業（企画政策課）
� 2,078万円
★アイヌ政策推進事業（あすぱる）� 328万円
★アイヌ政策推進事業（ポー川）� 4,284万円

いつまでも快適で暮らしやすいまちづくり

１　移住・定住に係る住宅整備の推進
★住宅取得助成事業（新築･中古）
� 2,700万円
★住宅リフォーム助成事業� 1,000万円
★住まい・暮らしの資源の利活用� 159万円
◇住宅耐震改修事業� 30万円
◇標津町移住促進経費� 140万円
◇公営住宅計画修繕事業� 4,826万円
★川北地区宅地分譲事業� 159万円

２　住民活動の推進による協働のまちづくり
◇新・ふるさとづくり推進事業� 150万円
◇地区会館補修・整備事業� 156万円

凡例：★政策パッケージ事業　◆新規事業　◇継続事業
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３　道路・交通網の整備
◇社会資本整備総合交付金事業� 9,577万円
　(古多糠基線、橋梁長寿命化)
◇町道整備促進事業� 1億3,255万円
　(川北東2号　外5路線)
◇農業基盤整備促進事業（川北南2線）
� 4,329万円

４　上下水道の整備
◇標津町下水道管理センター改築更新事業
� 1億4,600万円
◇川北下水処理場耐震診断� 1,300万円
◇浄化槽市町村整備推進事業� 1,762万円
◇薫別地区水道連絡管整備事業� 5,100万円
◆下水道事業計画の見直し・変更認可設計等
� 1,820万円

５　公共交通の維持・確保
◇標津町総合バス対策費� 7,333万円
　(標津線代替、スクールバス等）

６　景観向上対策
◇オープンガーデン開催事業� 33万円
◇標津漁港内景観向上事業� 43万円
◇沿道・公園等整備事業� 412万円
★ひかりの景観創出事業� 120万円

７　治安維持・環境衛生の推進
◇防犯灯設置事業� 137万円
◇ごみ集積ステーション「ごみ箱」設置事業
� 18万円
◆エキノコックス症感染対策事業� 100万円

８ 　地域連携強化・情報力強化・行財政改革等
の推進
◇職員スキルアップ事業(職員研修等)� 206万円
◇役場庁舎耐震等改修事業� 2億838万円
◇ソフトウェア関連システム更新事業� 221万円
◇ネットワーク周辺機器更新事業� 531万円
◆勤怠管理システム導入経費� 465万円

９　健康づくりの推進
★若者健診・保健指導事業� 53万円
★小中学生の生活習慣病予防検査� 8万円
★しべつ健康ポイント事業� 40万円

◇歯周病検診� 37万円
◆風しん予防接種（成人）事業� 96万円

10 　福祉の充実（社会・高齢者・障がい者等の
福祉）
★いきいき百歳体操事業� 2万円
　(介護予防事業の推進）
★高齢者福祉施設家賃等助成事業� 552万円
◇社会福祉基金助成� 60万円
◇高齢者等通院ハイヤー助成事業� 67万円
◇高齢者無料バス利用事業� 34万円
◇シルバー勤労会活動支援� 1,555万円
◇介護従事者確保・定着のための助成事業
� 14万円
★�あんしんサポートセンターによる地域での支
えあい� 20万円
◆要支援台帳システム整備事業� 176万円
◆障がい者福祉計画策定経費� 261万円

11　医療・救急救命体制の充実
★医療技術職員等確保対策費� 497万円
◇救急救命士メディカルコントロール教育受講経費
� 42万円
◇釧路広域救急医療確保負担金� 130万円
◇標津病院医療機器整備事業（X線CTなど）
� 9,828万円

12　防災対策の推進
★防雪柵設置事業（川北西3号）� 1億38万円
★町道待避所設置・道路標識等補修� 304万円
★河川整備緊急特別対策事業� 300万円
★防災行政無線更新整備等� 172万円
★標津川洪水タイムライン検討作成事業�23万円
★防災用品備蓄庫整備事業� 770万円
★洪水氾濫危険区域図作成業務� 62万円
◇防災頭巾整備事業� 10万円

標津川洪水タイムライン策定準備会
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活気に満ちた産業・経済のまちづくり

１　農業の振興
★標津町農業担い手サポート推進事業
� 549万円
◇牛乳・農産品消費拡大事業� 10万円
◇中山間地域等直接支払交付金
� 1億7,123万円
◇多面的機能支払交付金� 2,681万円
◇畜産担い手育成総合事業� 4,943万円
◇道営草地整備改良事業補助金� 6,425万円
◇酪農ヘルパー育成促進事業� 486万円
★農業次世代人材投資事業� 300万円
★新しい農業経営者づくり事業� 101万円
◇トド山地区公共牧場整備事業補助金
� 725万円

２　水産業の振興
★標津沿岸餌料環境調査事業� 72万円
★標津町沿岸漁業振興事業� 50万円
　(ナマコ種苗放流試験調査事業)
★水産ブランドづくり推進事業� 559万円
★販売強化事業� 157万円
★新水産資源調査・検討事業� 50万円
◇標津町地域HACCP推進事業助成金
� 100万円
◇標津漁港修築事業負担金� 1,233万円

３　林業の振興
◇未来につなぐ森づくり推進事業� 415万円
◇標津町緑と海を育む森づくり事業� 675万円�
◇森林環境保全整備事業� 4,600万円
◇森林・山村多面的機能発揮対策負担金
� 32万円
４　商工業の振興
◇移動販売サービス事業運営補助� 310万円
◇標津町中小企業融資事業(マル標資金)
� 579万円
◇商工業者研修（人づくり）助成事業� 4万円
◇地場産品開発振興奨励補助金� 10万円
◇魅力ある商店づくり事業� 90万円

５　観光の振興
★交流人口の拡大による地域の活性化
� 189万円
◇観光大使任命活動費� 19万円
◇標津町民祭り水・キラリ運営経費助成金
� 1,130万円
◇�しべつ「海の公園」オートキャンプ場施設運
営経費� 370万円
◇しべつ「海の公園」管理運営経費� 597万円
◇サーモンパーク対策事業� 4,104万円
◇根室管内教育旅行誘致推進協議会負担金
� 50万円
◇インカレねむろ事業推進協議会負担金
� 30万円
◇川北温泉道路修繕事業� 65万円
◇長野県生坂村との交流推進費� 39万円
◇大学との連携による観光推進事業� 157万円
◆体験観光用備品購入費� 96万円

６ 　再生可能エネルギー・環境産業等の取り組み
★地熱開発促進調査事業� 126万円
★雪氷熱利用備蓄倉庫検討事業� 212万円
◇野生鳥獣管理対策事業� 670万円
◇標津町ハンター育成対策事業� 25万円
★豊かな川づくり事業（河川環境保全対策）
� 225万円

７　雇用・就労対策
◇標津高等学校卒業者就労支援事業
� 509万円
◇冬期就労対策事業費� 309万円
★標津町起業等支援事業� 300万円
★外国人実習生地域交流事業� 51万円
◆南知床4町地域雇用創造協議会運営負担金
� 360万円

総合的なまちづくり活動

１　まちづくりの活性化
★地域おこし協力隊活用事業� 2,597万円
◇日本で最も美しい村連合活動経費� 278万円
◇標津町まち・ひと・しごと創生本部活動費
� 124万円



21 広報しべつ　	 APR.2020

TownNews

　

内
閣
府
な
ど
が
主
催
す
る
２
０
１
９
年
度
防

災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
報
告
会
が
、
２
月

15
日
、
東
京
大
学
地
震
研
究
所
で
行
わ
れ
、
標

津
高
校
２
年
生
で
生
徒
会
の
藤
森
柚
花
さ
ん
と

多
田
春
菜
さ
ん
が
こ
の
1
年
の
防
災
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

標
津
高
校
が
避
難
所
と
な
っ
た
想
定
で
、
学

校
内
の
備
品
を
使
用
し
て
行
っ
た
避
難
所
運
営

訓
練
や
、
本
町
で
起
こ
り
う
る
災
害
の
特
徴
を

取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
）
の
作
製
・
実
践
な
ど
、、
特
色
あ

る
活
動
が
、
参
加
者
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

同
校
は
２
０
２
０
年
度
の
同
事
業
に
も
採
択

さ
れ
て
お
り
、
町
民
と
高
校
生
が
一
緒
に
行
う

訓
練
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
指
導
な
ど
の
実
践
活
動
を
行
い
、
他
の

模
範
と
な
る
よ
う
な
善
行
を
さ
れ
た
方
に
贈
ら

れ
る
令
和
元
年
度
北
海
道
善
行
賞
（
交
通
安
全

実
践
者
）
に
、
町
交
通
安
全
指
導
員
の
中
野
晃

さ
ん
が
選
ば
れ
、
2
月
26
日
、
町
交
通
安
全
指

導
員
協
議
会
木
庭
繁
男
会
長
か
ら
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
野
さ
ん
は
平
成
11
年
に
指
導
員
に
任
命
さ

れ
て
以
来
、
20
年
に
わ
た
っ
て
街
頭
指
導
や
交

通
事
故
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
に
率
先
し
て

取
り
組
み
、
地
域
の
交
通
安
全
推
進
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
も
ま
ち
の
交
通
安
全
啓
蒙
・
啓
発
に
ご

尽
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
26
日
に
逝
去
さ
れ
た
標
津
町
名
誉

町
民
・
前
標
津
町
長
故
小
田
桐
四
郎
さ
ん
（
旭

日
小
綬
章
）
が
、
同
日
付
け
で
叙
位
従
五
位
に

叙
せ
ら
れ
、
2
月
29
日
、
金
澤
町
長
か
ら
遺
族

で
あ
る
長
男
の
小
田
桐
秀
人
さ
ん
（
神
奈
川

県
）
に
位
記
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

叙
位
は
双
光
章
以
上
の
叙
勲
を
受
章
さ
れ
た

方
に
対
し
、
逝
去
時
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
昭

和
60
年
よ
り
標
津
町
長
を
５
期
20
年
の
永
き

に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
町
長
在
職
中
、「
標
津

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
」
や
標
津
病
院
を
中
心
と
し

た
「
健
康
と
福
祉
の
村
」
な
ど
の
実
現
を
は
じ

め
住
民
生
活
の
向
上
や
地
域
産
業
振
興
な
ど
、

本
町
自
治
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
生
前

の
功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

標
津
高
校
で
は
、
3
月
1
日
に
予
定
さ
れ
て

い
た
卒
業
証
書
授
与
式
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
、
3
月

２
日
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
内
で
56
人
の
卒
業
生
に

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
学
中
の
活
躍
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
特
別
賞

の
表
彰
も
行
わ
れ
、
学
業
や
学
校
行
事
に
真
面

目
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
大
会

出
場
を
決
め
る
活
躍
を
し
た
陸
上
部
の
渡
邊
龍

翔
さ
ん
、
吹
奏
楽
部
の
上
田
梨
湖
さ
ん
、
加
藤

優
奈
さ
ん
、
豊
田
樹
菜
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
教
員
ら
の
激
励
の
言
葉
と
暖
か

い
拍
手
に
送
ら
れ
、
晴
れ
や
か
な
顔
で
巣
立
っ

て
行
き
ま
し
た
。

防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

東
京
で
成
果
発
表

故
小
田
桐
四
郎
さ
ん
に

叙
位
を
伝
達

交
通
安
全
実
践
で

中
野
さ
ん
に
善
行
賞

晴
の
卒
業
祝
う

大勢を前に堂々とプレゼンした2人表彰を受ける中野さん

町長室にて位記伝達マスクを着用しての卒業証書授与
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北海道　　 の子育て支援

①�出会い活動の応援強化　婚活専門職員の配置、関係団体との連携強化による出
会いの場づくりなどを進めます 農林課

②�あんしん出産の支援　妊婦健診・出産に係る交通・宿泊費や新生児聴覚検査費
の一部を助成するほか、産婦健診、産後ケアを実施します ひまわり

③出産祝い金の給付　新しい町民の誕生をお祝いする事業です
　（第1子5万円、第2子10万円、第3子以降50万円を給付） ひまわり

④�こども園の支援充実、保護者負担軽減　3歳以上は給食費など無償、3歳未満
は使用料を国基準の1/4に減額し、保護者負担を軽減します

教育委員会
管理課

⑤�未来を担う児童・生徒の育成支援　他自治体の児童・生徒との交流などによる
キャリア教育の推進、幼児期における体力づくりを支援します

教育委員会
管理課ほか

⑥�小、中学生の学習教材費の助成　資料や実験材料などに係る保護者負担分を助
成します（小5,800円/年、中11,200円/年）

教育委員会
管理課

⑦�高校生までの医療費助成　平成27年度から高校生までに範囲を拡大して助成を
行っています 住民生活課

⑧�標津高校存置対策の継続★　学校給食の提供を始めるほか、教科書・制服代・修
学旅行費などの一部、バス通学費全額を助成、町外通学者の医療費無料化を継続

教育委員会
管理課
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定住・移住・暮らしの政策

産業・経済の政策

お問い合わせは…

お問い合わせは…

⑨�住宅取得・リフォーム助成　住宅取得およびリフォーム費用の一部を助成しま
す（限度額：新築300万円、中古100万円、リフォーム50万円） 建設水道課

⑩�住まい・暮らしの資源の利活用　建築や福祉、防災、移住等の政策間連携を図
り、空き家や遊休施設などの利活用を推進します 企画政策課

⑪�あんしんサポートセンターによる地域での支えあい　高齢者の日常生活での困
りごとに対し、地域での支え合いの輪を広げる活動を推進します ひまわり

⑫�高齢者福祉施設利用者の負担軽減　グループホームなどの利用者の負担軽減の
ため、家賃など施設利用経費の一部を助成します ひまわり

⑬�介護予防事業の推進　高齢者が健康で生きがいをもって暮らす地域づくりを図
るため、「いきいき百歳体操」を実施します ひまわり

⑭�しべつ健康ポイント事業の推進　健診や運動事業への参加者増加により全町的
な健康増進のため、「しべつ健康ポイント事業」を実施します ひまわり

⑮�若者健診・保健指導の推進　16～39歳の若者を対象に健診、健康指導を行う
ほか、小中学生の生活習慣病予防検査を実施します ひまわり

⑯�医療技術者等の確保　町で勤務する医療技術者を養成・確保するため、修学資
金・就業支援金の貸付制度を推進します ひまわり

⑰�地域防災計画による防災・減災対策★　防雪柵整備、災害予測や情報発信など
のほか、水害タイムラインにより災害に強いまちづくりを推進します

住民生活課
建設水道課

⑱�開かれた行政の推進　子育て～高齢世代や、助成や青年の声を聴く体制づくり
を推進します

総務課
ひまわり

⑲�ふるさとの未来を担うリーダーづくり　「しべつ未来塾」の活動を通して職種
を超えた若者の交流を図り、町の未来を担うリーダーの育成を推進します あすぱる

⑳�新しい農業経営者づくり　就農予定者研修支援や就農体験者受け入れ強化を図
り、農業の活性化を推進します 農林課

㉑�農業協業法人の支援　TMRセンターの設置や複数戸による農業協業法人の設立
を支援し、農業の活性化を推進します 農林課

㉒�水産資源対策の強化★　沿岸餌料等環境調査、ナマコ種苗放流、ホッカイシマ
エビ資源管理調査、新資源対策の強化により水産業を活性化します 水産課

㉓�標津ブランドづくり　製品開発などのブランドづくり事業、販売促進の強化事
業などにより水産業の活性化を推進します 水産課

㉔�標津川の環境保全等　標津川の環境保全対策の強化や標津川の水深確保要請活
動などにより、産業の基盤となる環境確保を図ります

水産課
住民生活課

㉕�しごと起こしへの支援(起業支援補助)★　設備投資費などの補助により起業を
支援し、新たな雇用の場の創出を図ります(補助金額の上限を増額) 企画政策課

㉖�地元産業の就労機会づくり★　相談窓口を設置し就労機会の促進のほか、外国
人技能実習生と地域との交流を図ります 商工観光課

㉗�再生可能エネルギーの活用等★　エネルギーの有効活用(地熱開発など)、雪氷
による食糧備蓄の研究 企画政策課

㉘�交流人口の拡大による地域の活性化★　地域連携事業での交流拡大による地域
経済の活性化や、イルミネーションで町の魅力創出を図ります

商工観光課
企画政策課

㉙�歴史文化・地域振興施策★　アイヌ文化の啓発・活用、日本遺産認定推進など
により地域の活性化を推進します

教育委員会
管理課ほか

㉚�情報発信の強化等　地域おこし協力隊の活用などを通して情報発信力を強化
し、標津町の取り組みの効果的なPRを推進します 企画政策課
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町民・オン・ステージ

体育館からのお知らせ
標津町総合体育館　☎82-3112

さわやか体操会
スタート！
　４月1日㈬より、
さわやか体操会がス
タートします。
　10月31日までの
期間、日曜日と雨天時を除き、朝6時30分から、
図書館前でラジオ体操を実施します。幼児から
高齢者まで、多くの方のご参加をお待ちしてい
ます。
※「キラリ大学」認定事業／5回で1単位
　また、さわやか体操会は、令和3年で設立
50周年を迎えます。会員一同、節目の年に向
けて、より一層普及・振興活動に励んでいきま
す。

ウォーキング広場に参加しませんか
　４月15日㈬より、
ウォーキング広場が
始まります。
　10月21日までの
期間で計50回を予
定しており、毎週
水・ 金曜日の18時
30分から19時30分まで、総合体育館前をス
タートし町内を歩きます。（雨天時は総合体育
館内で実施）
　ウォーキングは、生活習慣病の万能薬です。
日頃の運動不足の解消や、一緒に汗を流して楽
しむ仲間づくりをしてみませんか？なお、参加
には標津スポーツクラブすぽっとへの入会が必
要となります。
※「キラリ大学」認定事業／1単位
　詳しくは、教育広報紙しべつ川のINFORMATION
「スポーツ」欄をご確認ください。

小田桐　遼
はる

くん
（拓矢）

椎久　煌
こう

正
せい

くん
（文仁）

村元　柊
しゅ

俐
り

くん
（拓黛）

工藤　双
ふた

葉
ば

ちゃん
（翔太）

西　　俊
しゅんすけ

祐くん
（哲德）

近藤　莉
り

子
こ

ちゃん
（大輝）

Vol.90

１歳６カ月児健診

2月25日、保健福祉センターひまわりで撮影。
（　）は保護者（敬称略）。

　このコーナーは、2カ月に1回「ひまわり」で実施してい
る1歳６カ月児健診を受診したお子さんを保護者の了承を得
て紹介しています。
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　平成31年1月から令和元年12月までに締結（公告）された農地法および農業経営基盤強化促進
法による賃貸借における賃借料水準（1ｈａ当たり)は、以下のとおりです。

牧草畑� （単位：円／ha）

地　域　区　分 平�均�額 最�高�額 最�低�額 データ数
（単位：個）

川 北 地 区 29,900 40,000 11,200 67

北 標 津 地 区 24,100 28,800 20,000 16

古 多 糠 地 区 17,900 25,000 ��8,000 60

標 津 ・ 茶 志 骨 地 区 30,000 30,000 30,000 ��5

※地域区分は、標津町農業委員会農用地等あっせん特別委員会区域です。
※この賃借料には農地保有合理化事業に伴うものは含まれていません。
※�農地法などの一部改正に伴い標準小作料制度が廃止されましたが、農業委員会ではこれまで定め
ていた「小作料の上限額（４万円／1ha）」を今後も地域が遵守すべき賃借料と位置づけ、農地
流動化事業に取り組んでいきます。また、経済事情の変動、その他農業経営を取り巻く状況を踏
まえ、必要に応じて上限額を見直していきます。

◆◇  農 地 賃 借 料 情 報 ◆◇

��出会いサポートプロジェクト協議会からのお知らせ
あなたも出会い活動！はじめてみませんか

問合先　農業委員会農地担当　☎82-2131（内線235）

問合先　出会いサポートプロジェクト協議会
　　　　☎82-2131（内線235）
　　　　http://www.kirari.ne.jp/konkatsu
　　　　右のＱＲコードからもアクセスできます

あなたの出会いを応援します
　出会い・友活を希望していても、積極的に活動をしなければ、なかなか出会いに至らない時代
になりました。
　出会いサポートプロジェクト協議会では、おおむね25歳から45歳までの方を対象に、グルー
プ交流会（パーティーなど）や個人交流会（お食事会など）のセッティングなど、出会いや友活
をサポートしており、これまでに多くの方が交際・成婚されています。
まずはお気軽に連絡、相談ください
　電話のほか、協議会ホームページの応募フォームからも簡単に相談や申し込みができます。個
人情報は厳守します。
個人交流会や都市部でのパーティーに参加してみませんか
　個人交流会を希望する方には、お相手のご都合に合わせたお食事会・景勝地散策などやグルー
プ交流会（数人でのパーティー開催）のセッティングを、都市部での交流会への参加を希望する
方には、交通費支援などを行っています。いつでもお気軽にご連絡ください。
ご家族、ご友人の皆さんへ…
　ご友人や同僚、近隣などの独身青年にぜひ一声かけ、協議会への連絡や交流会などへの参加を
勧めるなどの後押しをお願いします。
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令和２年度　住宅補助金助成事業のお知らせ

問合先　建設水道課建築担当　☎82-2131（内線224・233）

　町では、新年度も住宅補助金助成事業を継続して実施します。住宅の取得やリフォームを検討し
ている方は、ぜひご利用ください。
　また、新年度から住宅リフォーム補助金助成事業の交付要件は、性能向上に資する『総額100万
円以上の改修工事』となります。
　ただし、申請者・同居の方が障害者手帳をお持ちの方または65歳以上の高齢者の場合は、従来
どおり総額5万円以上の改修工事が対象となります。

補助金の交付要件　（　）は最大補助金額の内容
　新築住宅取得　：80㎡以上の住宅の新築工事　
　　　　　　　　　（200万円+町内業者50万円+移住者50万円＝300万円）
　中古住宅取得　：昭和56年以降建設の中古住宅の取得
　　　　　　　　　（50万円+移住者50万円＝100万円）
　住宅リフォーム：�10年以上経過した住宅の性能向上に資する、町内の建設業者が施工する100万

円以上の改修工事
　　　　　　　　　（現金40万円+商品券10万円＝50万円）
※性能向上に資する改修工事とは、下記①から④に該当する工事です。
　①耐震性能向上工事
　②省エネルギー性能向上工事
　③バリアフリー性能向上工事
　④耐久性能向上工事　　　　　など
※工事着工前の事前申請が必要です。交付決定後に着工をお願いします。

フラット35金利引き下げ制度をご利用ください
　住宅金融支援機構と連携し、【フラット35】（支援機構と民間金融機関が提携して提供する固定
金利の住宅ローン）の借入金利を、一定期間引き下げる制度（当初5年間、年0.25%引き）を開
始しています。　　
　新築および中古住宅取得に本町の住宅補助金助成事業を利用する方で、以下のいずれかの要件を
満たす方が対象です。

〇�子育て支援型（若年子育て世帯）
〇�子育て支援型（同居・近居）
〇�地域活性化型（ＵＩＪターン）※町外からの移住者が対象
　詳しい要件や申請方法などについては、下記問合先へご連絡
ください。
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気象予報士による防災お天気講座

急激な気温上昇にご用心
Vol.46

　この冬は3月上旬の大雪で一気に積雪量が増加
した影響で、川の上流部にはまだ多くの雪が残っ
ています。
　しかし気温が急激に上昇すると、この雪が一気
に融け出し、雨が降っていなくても川の水かさや
流速が急に増して、思いがけない被害が発生する
可能性があります。
　急激に気温が上昇するとき、右の図に示したよ
うな共通した特徴があります。
　気温の上昇により1日に20センチほど積雪が
減ることもありますが、これは約60ミリの降雨
に相当します。数日間続くと大雨が降ったことに
なりますので、たとえ晴天でも異様に暖かい日が
続くときには川に近づかないようにしましょう。

問合先　住民生活課危機管理室　☎82-2131（内線126・132）

平成30年４月30日9時の気圧配置
本町周辺で気温が上昇する典型的パターン。

（図は気象庁のものに加筆）
※この日の標津の最高気温27.0℃
４月としては観測史上第２位の気温

◆統計調査員を募集しています◆

問合先　総務課情報化・広報統計担当　☎82-2131（内線208、221）

　町では、国が実施する統計調査の業務に、統計調査員として従事してくださる方を募集していま
す。統計調査員は、統計調査において、調査票の配布・回収・点検・整理などを行う人のことをい
います。
　統計調査員は、調査実施の都度任命される非常勤の国家公務員です。調査活動中の事故等には公
務災害補償が適用されます。また、報酬が調査内容・受け持ちの件数などに応じて支払われます。
　募集は随時受け付けていますので、登録を希望される方は下記問合先へご連絡ください。

統計調査員の仕事の流れ（例）

統計調査員の登録資格【すべての要件を満たす方】
　①町内に居住する20歳以上の方
　②責任を持って職務を円滑に遂行できる方
　③職務上知り得た秘密の保持（守秘義務）などに関し、十分信頼できる方
　④税務、警察および選挙、並びに暴力団に直接関係のない方

今後予定されている主な統計調査
　❐令和2年10月　国勢調査2020【総務省所管】

調査員説明会
への出席 

調査の準備（調査区、
調査対象の確認） 

調査票の配布、
記入依頼 

調査票の
回収 

調査票の点検、
整理、提出 

日本の東
に高気圧

西から寒冷
前線が接近 
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　４月から6月はカラスの繁殖時期に当たります。この時期のカラスは高い木や電信柱など
に巣を作り、近づく人に対して攻撃的になるため非常に危険です。
　町では、カラスによる被害および生息数の増加を防ぐため、４月から6月の3カ月間、巣
の撤去を行います。近所や通学路などで、巣を見つけた場合や普段よりカラスが攻撃的な場
合は、下記問合先へご連絡ください。

１　飼い犬の放し飼いは条例違反です！
　　飼い犬の放し飼いにより、「市街地」では通行人への噛み付き事故、「農家地区」で家畜
への噛み付き被害などが発生しています。
　加害犬の飼い主は「うちの犬は人を噛まない」と思い込んでいても、飼い主以外の人間や他
の動物に対して攻撃的なことも多く、被害を受けるケースがあります。
　町の条例では、飼い主に対し飼い犬の係留義務（首輪をして鎖で繋い
だり、オリに入れるなど）が課せられており、一時的にでも放すことは
認められていません。また、条例には違反者に対し罰則規定が設けられ
ており、実際に処分を下した例もあります。
　飼い主は犬をしっかりと係留し、絶対に離さないようお願いします。

２　犬を飼う場合は登録が必要です。
　犬を飼う場合は、狂犬病予防法により犬を取得した日（生後90日を経過した日）から30日
以内に市町村長への登録が義務付けられています。
　登録しておくと飼い犬が家から放れて役場などで保護された場合に、飼い主への連絡がス
ムーズに行えます。犬を飼った場合や未登録の方は必ず登録するようお願いします。登録料は
1頭3,000円で、一度登録すると転出をしても再登録の必要はありません。（転出の届出は必
要です）
　また、飼い犬が亡くなった際にも届出をする必要があります。
　なお、万が一飼い犬が逃げ出した場合には、下記または警察へ速やかにご連絡ください。

問合先　住民生活課環境衛生担当　☎82-2131（内線131）

飼い犬の管理は責任を持って!

カラスの巣を見つけたら至急ご連絡を!

営 巣 駆 除 実 施 内 容
1．実施期間　４月1日～6月30日　※3カ月間
2．そ の 他　�ひなが巣立った後に、巣を撤去しても効果があり

ませんので、巣を見つけた場合は速やかにご連絡
ください。なお、高所作業車が入れない・届かな
い場合には、撤去できないことがあります。
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健康

標津町保健福祉センター
健康推進担当�☎82-1515

がん検診の
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へ

　　　出
陣
じ
ゃ

令和２年度の特定健診・がん検診予定

（厚生労働省 がん検診イメージキャラクター）

がんは早期発見がカギです

自
覚
症
状
の

出
現

最悪の場合
がんにより死亡

自覚症状が出るまでに見つけた早期がんの約9割は治すことができます！

正常細胞 がん細胞に変化

がんが小さいため、
発見できない時期

がんが大きくなり、検
診で発見できる時期。

昨年のがん検診で異常がなくても、今年の
検診で、がんが発見されるかもしれません。

※この図は、がん進行の
イメージ図です。がんの
種類および年齢を含め、
個人差があります。

月　　日 受付時間 特定健診 胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診 乳がん検診 子宮頸がん 会　　場
6月7日（日） 6：00～10：30��������　　　　　　　　　　　　　　�● ● ● ● ／ ／ 川北生涯学習センター

6月8日（月）～9日（火） 6：00～10：30��������　　　　　　　　　　　　　　�● ● ● ● ／ ／ 保健福祉センター
７月1日（水）～22日（水）

14：00～15：00 ／ ／ ／ ／ ● ／ 町立中標津病院
土日除く

9月1日（火）
6：00～10：30��������　　　　　　　　　　　　　　�

● ● ● ● ● ●
保健福祉センター

�※子宮頸がんは8：30～10：30
�※乳がんは6：00～11：00

11月2日（月）～3日（火・祝） 7：00～11：30 ● ● ● ● ／ ／
11月4日（水） 6：00～10：30��������　　　　　　　　　　　　　　�● ● ● ● ● ●

文部科学省「がん教育推進のための教材」から
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としょかんカフェ
カフェリブロを開催します

　カフェリブロでは、月に一度コーヒーや
お茶などを無料提供しています。また、毎
回テーマに沿った企画展示コーナーを設け
ています。お気軽にお立ち寄りください♪

４月のとしょかんカフェは…４月16日㈭
10時30分～15時00分　開催です。

一日司書体験者を募集します
　図書の貸出や返却、検索や予約の手続きや、書架・
書庫の整理、図書館が開催する行事のお手伝いなど司
書として体験ができる事業を実施しています。
　対象は小学5年生から高校3年生までです。新学期
に学校を通じて要項・申込書を配布しますので、興味
がある方はぜひご参加ください。

親子交流館からの
お知らせ

標津町地域子育て支援センター　親子交流館「おひさま」
☎82-2717　FAX�82-3010

図書館からのお知らせ
標津町図書館　☎82-2074

今月のおすすめ新刊図書

●小説�『新・紫式部日記』／夏山�かほる�著
　藤原為時の娘・小姫（後の
紫式部）は感籍に親しむ文学
少女。幼い頃から彼女が書く
物語は評判をとっていた。時
の政変により父が失脚するが、
小姫は物語を書き続け。やが
て主の藤原道長から物語の女
房を命じられ…。
　第11回日経小説大賞受賞作
品。

��４月の遊びの広場利用場所について
　親子交流館「おひさま」は、月、水、金曜日に開催しています。遊びの広場は、通常キラリ児童
館で行っています。４月は日によって利用場所が変わりますので、お間違いのないようお願いしま
す。たくさんのご家庭の利用をお待ちしています。

期　間 遊びの広場（9:30～11:30） 地域交流（12:30～15:30）

４月6日（月） 標津こども園 標津こども園

４月８日～４月27日（月・水・金） キラリ児童館 標津こども園

�こいのぼりをつくろう
　こどもの日に向けて「おひさま」のお友達と一緒に、こいのぼりを作りませんか？
　日　時　　４月24日㈮　11時～
　場　所　　キラリ児童館　
　　※事情により内容が変わることがあります。その場合は別途お知らせします。

　今月のこの 1冊！

●児童向け『調べる学習子ども年鑑2020』
　2019年のおもなニュースを
月ごとにまとめ、教科別に紹介。
さまざまな情報やデータも図や
グラフを使ってわかりやすく掲
載しています。
●絵本『さくらがさくと』
　美しく咲いた桜並木を
見上げ、人々は思わず足
と止め…。3月から４月
まで自然と人間が繰り広
げるささやかな光景を描
いています。
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　  ４月のごみ収集日 ※5月初回の収集日も掲載しています。

一般廃棄物収集区域
〈有料〉

可燃ごみ
不燃ごみ
危険ごみ
粗大ごみ

資源ごみＡ
空缶・ペット、トレー・
発泡・容器包装(プラ)・
びん・新聞・雑誌

資源ごみＢ
空缶・ペット・トレー・
発泡・容器包装(プラ)・
容器包装(紙)・紙パック・
段ボール

若草町・新川上町・川上町・栄町
緑町・曙町・弥栄町・伊茶仁

月・木
9日㈭
23日㈭

5月7日㈭

6日㈪
20日㈪

5月11日㈪

13日㈪
27日㈪

5月18日㈪

本町・鳩ヶ丘町・双葉町・望ヶ丘町
桜木町・住吉町・東浜町・茶志骨

火・金
10日㈮
24日㈮

5月8日㈮

7日㈫
21日㈫

5月12日㈫

14日㈫
28日㈫

5月19日㈫

忠類・浜古多糠・古多糠全域
薫別・崎無異

月・木
9日㈭
23日㈭

5月7日㈭

8日㈬
22日㈬

5月13日㈬

1日㈬
15日㈬

5月20日㈬

川北全域・北標津・西北標津 火・金
10日㈮
24日㈮

5月8日㈮

8日㈬
22日㈬

5月13日㈬

1日㈬
15日㈬

5月20日㈬

※今月から収集曜日が一部変更となります。
※粗大ごみの収集は収集の前日までに事前の申し込みが必要です。
※粗大ごみの申込先は、渡邊清掃㈱70120-79-3106へ。

【２月25～27日】札幌市
　�北海道自治体情報システム
協議会理事会ほか

【２月28日】中標津町
　�根室北部衛生組合議会定例
会ほか

【３月６日～13日】
　第1回標津町議会定例会
　予算審査特別委員会
【３月18日】札幌市
　�第2回栽培漁業基金運営委
員会
� ＜以上、主なもの＞

　汲取月は各地区3カ月ごとに年４回設定しています。
　便槽が満杯にならなくても汲取月には必ず汲み取っておく
など、余裕を持ってお申し込みください。

伊茶仁、浜古多糠、崎無異、忠類、薫別
５月25日㈯
渡邊清掃㈱　70120－79－3106　☎ 0153－82－2220
８時30分～17時15分（日曜・祝日を除く）

実施地域
申込期限
申 込 先
受付時間

５月の汲み取り実施地域

町長の動静
（2月21日～3月20日）

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、
もって火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損
失を防ぐことを目的としています。

【統一標語】�『ひとつずつ　「いいね！」で確認　火の用心』
【実施期間】　４月20日㈪～４月30日㈭

《住宅防火　いのちを守る　７つのポイント》
　◆3つの習慣◆
　　①寝たばこは、絶対にしない。
　　②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　　③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
　◆４つの対策◆
　　①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　　②寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
　　③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。
　　④高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。
　問合先　標津消防署�予防係　☎82-2319

春の全国火災予防運動を実施します

　町では、ツイッターを通
じて情報の発信を行ってお
り、イベント情報など、防
災行政無線の放送内容が
随時更新されています。こ
の公式アカウントは情報発
信専用につき、返信などは
行っていません。
URL　https://twitter.com/shibetsu_town

で情報発信中!
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お誕生おめでとう！

島影　拓
たく

実
み

くん（本　　町）敏　雄・成　美

細谷　創
そう

那
た

くん（桜ヶ丘町）晶　大・　舞　

谷内　　慎
じん

くん（伊 茶 仁）大　輝・イエン

戸籍の窓口から
（2月11日～3月10日届け出分）

おくやみ申し上げます
齊藤　　章さん（伊 茶 仁）� 84歳
仲谷　佳子さん（新川上町）� 86歳
藤谷　辰夫さん（桜ヶ丘町）� 79歳
工藤　盛美さん（薫　　別）� 92歳
手嶋　　厚さん（薫　　別）� 79歳
髙橋たき子さん（西北標津）� 57歳
井上　蝶次さん（鳩ケ丘町）� 82歳
吉田　フサさん（北古多糠）� 90歳

※ご家族の了承を得て掲載しています。

●社会福祉協議会に―
◦齊藤　洋子さん� ◦藤谷　セツさん
◦工藤　君江さん� ◦吉田　浩一さん
◦手嶋　厚喜さん
◦仲谷　博文さん（東川町）

●はまなす苑に―
◦吉田　浩一さん� ◦朝倉　勝美さん
◦仲谷　博文さん（東川町）

●標津病院に―
◦仲谷　博文さん（東川町）
◦NPO法人キラリ工房さま
※ご本人・団体の了承を得て掲載しています。

寄付･寄贈ありがとうございました
（2月11日～3月10日受納分）

　町では、新入学児童や園児に「交通ルールやマナーな
どの歩行指導」を、交通安全指導員や町内会などの協力
により実施します。ドライバーの皆さまも、子どもや高
齢者を見かけたら徐行するなど、思いやりのある運転を
心がけましょう。

期　間　４月6日㈪～15日㈬
重　点　新入学（園）児童・園児の交通事故防止
　　　　自転車の安全利用の促進

交通安全などの啓発用旗をご活用ください！
　住民生活課では、「交通安全旗」のほか、「犬の糞の後
始末のぼり」「不法投棄のぼり」を「ポール・くい」をセッ
トにして、必要な町内会や各事業所などに提供していま
す。
　下記問合先へご連絡の上、住民生活課6番窓口へお越
しください。
　提供を受けた旗やポール・くいなどの管理は、各町内
会や事業所などでお願いします。

問合先　住民生活課交通住民担当（内線131）

茶志骨町内会長
新大西　亮祐　旧大石　將裕
茶志骨パイロット町内会長
新大山　　剛　旧合田　昭平

町内会・団体等の人事短信
（3月2日までの報告分）※敬称略

石田　俊一さん（神奈川県大和市）　
富田　治樹さん（滋賀県大津市）　
岡部　寿子さん（香川県善通寺市）　
※ご本人の了承を得て掲載しています。

　その他91件の寄付をいただいて
います。
寄付金は、その目的を達成するために有
効に活用させていただきます。

ふるさと応援寄付金をいただき、
ありがとうございました

　　

2020年工業統計調査を実施します  

寄付をいただきありがとうございました

　工業統計調査は、我が国の工業の実態を
明らかにすることを目的とした統計法に基
づく報告義務がある重要な統計です。調査
結果は中小企業施策や地域振興などの基礎
資料として利活用されます。
　調査時点は2020年6月1日です。
　調査へのご協力をお願いします。

―――　総務省・経済産業省・北海道・標津町　―――

　3月16日、標津町森林組合
（田中憲司代表理事組合長）か
ら、町に寄付がありました。
　寄付金は緑の基金として積み
立て、町内の森林保護のため大
切に使わせていただきます。

新入学（園）期の交通安全期間が始まります！
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こんなときは手続きを…

★相談・お問い合わせはお気軽に住民生活課国民年金担当へ

【年金相談は完全予約制です！】
　毎月、中標津町役場で開設される「年金出
張相談所」を利用される方は、相談日の10
日前までに予約が必要です。
　　　　　　釧路年金事務所�
　　　　　　お客様相談室�☎0154-61-6000

日時：12日㈫13時～16時30分
　　　13日㈬9時～13時30分
場所：中標津町役場
ご本人や配偶者の年金記号番号、
加入期間などを調べてお出かけく
ださい。予約申込先

5月の
年金出張
相談所
開設日　

あなたのための
国民年金

国民年金は、
あなたが主人公です

【加入や種別変更などの届出】

こんなとき
変更後の
被保険者
の種別

届出先

20歳になった方
学生、自営業、無職などである 第1号

被保険者
役場または
年金事務所

厚生年金保険に加入している配偶者に扶養されている 第3号
被保険者 配偶者のお勤め先

第1号
被保険者の方

就職して厚生年金保険に加入した 第2号
被保険者 お勤め先

結婚や収入減少などで厚生年金保険に加入している配偶者
に扶養されるようになった

第3号
被保険者 配偶者のお勤め先

第2号
被保険者の方

お勤め先を退職した 第1号
被保険者

役場または
年金事務所

退職して厚生年金保険に加入している配偶者に扶養される
ようになった

第3号
被保険者 配偶者のお勤め先

第3号
被保険者の方

収入増加や離婚などで配偶者に扶養されなくなった

第1号
被保険者

役場または
年金事務所配偶者が厚生年金保険に加入していた勤務先を退職した

配偶者が65歳になり第2号被保険者ではなくなった

就職して厚生年年金保険に加入した 第2号
被保険者 お勤め先

配偶者の転職などで加入する厚生年金保険の種類が変わった 第3号
被保険者

配偶者の新しい
お勤め先

【国民年金保険料学生納付特例の申請について】
　学生納付特例制度により、令和元年度に保険料納付を猶予されている方で、令和2年度も
引き続き在学予定の方へ、3月末に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例
申請書が送付されています。同一の学校に在籍されている方は、このハガキに必要事項を記
入して返送いただくことで、令和2年度の申請ができます。（この場合、在学証明書または
学生証の写しの添付は不要です）
　なお、令和2年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付をご希望の場合は、納
付書が送付されることになりますので、お近くの年金事務所（釧路年金事務所☎0154-61-
6000）へお問い合わせください。

民生児童委員が委嘱されました
　地域の方の相談受付、子ども
たちの見守りなどを行い、社会
福祉の増進に努める民生児童委
員（川上・新川上・若草担当）
として、長谷川薫さんが委嘱さ
れました。
―保健福祉センターひまわり―

エ
リ
カ
ち
ゃ
ん

北方領土に関する
標語・キャッチコピー

令和元年度最優秀賞

返還へ　未来志向の
対話と交流
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　4月16日㈭
　　会場：ひまわり
12～13ヵ月

2歳 9時～10時

6～7ヵ月
9～10ヵ月

13時30分
～14時30分

問合先
　保健福祉センター
　健康推進担当
　☎82-1515(内線512)

乳幼児健康相談日程

　中標津保健所では、毎月こ
ころの問題でお悩みの方を対
象とした、精神科医師による
テレビ電話での遠隔相談を開
設しています。相談は完全予
約制となります。
日　時　４月23日㈭
　　　　13時30分～16時30分
場　所　中標津保健所
問合先　中標津保健所健康推進課
　　　　☎0153-72-2168
※�保健師による相談は、随時
受け付けています。

4月の精神保健福祉
遠隔相談日程

福　祉保　健

　町では社会福祉基金の利子
を利用して、次のとおり助成
を行っています。
　申込締切は設けています
が、新規申請は随時受け付け
ますので、保健福祉センター
へご相談ください。（前年度
から継続して申請される場合
は、今回の締切までに申請し
てください）
助成対象
　�社会福祉活動に取り組む民
間のグループ・団体
対象事業
　�次の事項に関わる調査、研
究、実践活動
・在宅福祉の普及向上
・�健康、いきがいづくりの普
及向上
・ボランティア活動の振興
・地域福祉の向上、発展
助成金額
　助成対象経費の75%以内
　（限度額50万円）
※�予算の範囲内での助成とな
るため申請状況によっては
助成額を調整することがあ
ります。
申込締切　４月20日㈪
申込・問合先
　保健福祉センター社会福祉担当
　☎82-1515（内線515）

社会福祉活動に対する助成
を行っています

お持ちの固定資産について縦覧帳簿の縦覧と
固定資産税台帳（名寄帳）の閲覧ができます

令和２年度町道民税の申告期限延長について

�１　縦覧帳簿の縦覧

　固定資産（土地・家屋）の納税義務者などが、自己の所有
する固定資産と他の固定資産の評価額を比較して、自己資産
の評価額が適正かどうか確認するため、次のとおり縦覧がで
きます。
期　間　6月1日㈪まで《土日・祝日を除く》
　　　　８時30分～18時

�２　固定資産課税台帳の閲覧

　固定資産税に関わる固定資産（土地・家屋・償却資産）の
価格などが記載された固定資産課税台帳（名寄帳）登録事項
を確認するため、次のとおり閲覧ができます。
期　間　通年《土日・祝日、年末年始を除く》
　　　　８時30分～18時

�３　１・２共通事項

場　所　税務課
持ち物　閲覧される方の本人確認ができるもの
　　　　（運転免許証など）
　　　　※代理人の場合は、併せて委任状をご持参ください。
問合先　税務課（内線109・119）

　新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から所得税の確
定申告および令和2年度住民税（町・道民税）の申告を４月
16日㈭まで延長して受け付けします。
　また、延長に伴い、所得税および消費税の納税期限も変更
となっています。
受付時間　平日の9時～16時
会　　場　役場税務課3番窓口
納税期限　所得税および消費税　４月16日㈭
　　　　　※振替納税をご利用の方は、
　　　　　　所得税5月15日㈮、消費税5月19日㈫
問 合 先　役場税務課　(内線109)
　　　　　根室税務署　☎0153-23-3261　

手　当

　本年４月1日から特別児童
扶養手当および特別障害者手
当の額を次のとおり改定しま
した。

支給区分 支給月額

特別児童扶養手当　1級 52,500円

　　　〃　　　　　2級 34,970円

障害児福祉手当 14,880円

特別障害者手当 27,350円

経過的福祉手当 14,880円

※�障がいの程度などにより決
定されます。
問合先
　保健福祉センター社会福祉担当
　☎82-1515（内線531）

各種手当額の改定について
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新⼊学児童を交通事故から守ろう!
登下校時の道路横断に注意と譲り合い
通学路では笑顔で挨拶を心がけよう

耕うん機 畑づくり

キャンペーン　2020年3月1日～5月31日

点検・修理承り中!

スポーツ
４月のスポーツ

１日㈬～10月末
　さわやか体操会スタート
〔6時30分～�図書館前〕

12日㈰
　第38回管内小学生卓球大会

〔9時～�総合体育館〕
15日㈬、17日㈮、22日㈬、24日㈮
　ウォーキング広場

〔18時30分～�町内〕
20日㈪、27日㈪
　スポーツ体験教室

〔16時～�総合体育館〕
25日㈯
　日ハム少年野球教室

〔9時～�町営球場〕
<以上、主な大会、教室など>

ほっかいどうヘルスサポートレストラン推進事業にご参加ください

◇◆町民農園の利用者を募集しています◇◆
　町では、町民の皆さまのうるおいある生活の一端を担う場と
して町民農園を開園しています。野菜づくりを通じて、自然の
恵みの大切さや農業の大切さなどへの理解を深めませんか。

募集期間　　４月1日㈬～４月17日㈮
農園場所　　標津町北1条西４丁目1番1号
金　　額　　3,000円（年額）
利用条件　　標津町在住の世帯の方（1世帯1区画）
　　　　　　町税などを滞納していない方
　　　　　　※�利用区画の転貸、収穫した野菜の販売�は禁止

しています。
利用期間　　5月下旬～11月末（予定）
応募方法　　印鑑を持参の上、農林課窓口へお越しください。
問 合 先　　農林課農政担当(内線214・213)

　道では、お客さまへ健康づくり情報を発信することで地域の健康づくり推進に協力いただけ
る「ほっかいどうヘルスサポートレストラン推進事業」の登録店を募集しています。
　道が提供する健康情報などの発信、店内禁煙の要件を満たすと、一ツ星店として登録します。
これに加え、健康を支援するオーダー対応（ごはん少なめなど）ができる店舗を二ツ星、健康
に配慮したメニュー（栄養バランス、野菜たっぷり、塩分控えめ）を提供するお店を三ツ星店
として登録できます。
　登録届出書の取得や詳しい情報は、下記ホームページをご覧ください。
　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kth/hhsr/top-02.htm
※「栄養成分表示の店」は「ほっかいどうヘルスサポートレストラン」へ移行しました。
問 合 先　中標津保健所　☎0153-72-2168



まち 声

■�健康で働き楽しい家庭を
つくりましょう。
■�自然を愛し美しい郷土を
つくりましょう。
■�たがいに助け合い暖かい
社会をつくりましょう。
■�心を豊かにし文化を高め
ましょう。
■�子どもの夢を育て平和な
町をつくりましょう。

（昭和46年11月3日制定）

人のうごき

町内の交通事故

標津町民憲章

編
集
の

ま
ど

編
集
の

ま
ど

海・山
・川・大平原がおりなす　感動の大地・標津町
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年
前
に
埼
玉
県
か
ら
北
海
道
に
移

住
し
て
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
に
は
、
何
と
な
く
夏
は
涼
し
く
て
過

ご
し
や
す
い
か
な
と
い
う
理
由
で
移
住
を
決
め

ま
し
た
。

　

北
海
道
は
酪
農
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の

で
、
ま
ず
は
体
験
し
て
み
よ
う
と
浜
中
町
で
半

年
間
、
酪
農
の
住
み
込
み
バ
イ
ト
を
始
め
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
た
く
さ
ん
の
牛
を
見
て
、
大
き

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
予
防
の
た
め
自
粛

ム
ー
ド
が
漂
っ
て
い
る
昨

今
、
こ
こ
で
私
だ
け
の
明

る
い
話
題
を
。

　

昨
年
も
本
コ
ー
ナ
ー
で

掲
載
し
ま
し
た
が
、
オ
ジ

ロ
ワ
シ
の
つ
が
い
が
今
年

も
営
巣
し
て
い
ま
し
た
。

今
か
ら
ひ
な
の
誕
生
が
楽

し
み
で
す
。　
　

（
Ｓ
）

▽
出
不
精
な
の
で
休
日
家

に
こ
も
る
の
は
お
手
の
物

な
の
で
す
が
、
春
の
陽
気

が
続
く
と
や
は
り
出
掛
け

た
く
な
る
こ
と
も
。
こ
ん

な
時
こ
そ
散
歩
の
チ
ャ
ン

ス
。
普
段
あ
ま
り
歩
か
な

い
場
所
に
挑
戦
し
よ
う
か

と
思
い
ま
す
。　

（
Ｋ
）

　優良運転者で、更新手
続きを終了した方のみ受
講できます。
●日　時　5月12日㈫
　　　　　13時30分～
●場　所　�生涯学習セン

ターあすぱる
●問合先　住民生活課

さ
に
圧
倒
さ
れ
、
怖
い
、
私
に
は
で
き
な
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

だ
ん
だ
ん
と
仕
事
に
慣
れ
、
一
頭
一
頭
牛
を

見
る
余
裕
が
で
き
、
顔
や
性
格
に
違
い
が
あ
る

事
を
知
り
観
察
す
る
の
が
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
浜
中
町
で
の
仕
事
が
終
わ
り
、
次
を
考
え

て
い
た
時
に
、
情
報
誌
で
標
津
町
の
交
流
会
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
酪
農
体
験
が
あ

り
、
他
の
牧
場
を
見
て
み
た
い
と
参
加
し
ま
し

た
。
体
験
で
入
っ
た
牧
場
で
勧
誘
を
受
け
、
働

く
こ
と
に
決
め
、
今
年
で
5
年
目
に
入
り
ま
し

た
。

　

今
の
牧
場
で
働
く
に
つ
れ
、
牛
に
名
前
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。「
牛
の
名
前
を
付
け

て
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
た
時
は
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
名
前
を
付
け
た
牛
が
妊
娠
・
出

産
を
し
た
時
は
、
う
れ
し
く
て
泣
き
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
牧
草
ロ
ー
ル
を
見
て
「
ハ

イ
ジ
の
ベ
ッ
ド
」
だ
と
興
奮
し
て
寝
て
み
た
り

し
ま
し
た
。
社
長
一
家
は
優
し
い
方
た
ち
で
、

と
て
も
よ
く
し
て
い
た
だ
き
、
の
び
の
び
と
楽

し
く
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
長
を

通
し
て
知
り
合
っ
た
方
々
も
優
し
い
人
ば
か
り

で
、
居
心
地
が
い
い
生
活
環
境
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

他
に
も
女
性
従
業
員
の
集
ま
り
、
趣
味
の
ミ

ニ
バ
レ
ー
で
で
き
た
友
達
が
い
る
の
で
標
津
町

で
の
生
活
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
標
津
町
に

来
れ
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
至
ら
な
い
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

☀
　
☀
　
☀

　

次
の
「
ま
ち
の
声
」
は
佐
藤
彩
希
さ
ん

（
古
多
糠
）
で
す
。

■令和2年2月末日現在� （前月比）　【前年同月比】

■令和2年2月1日～2月29日
（今年の累計）

人口前月比の内訳

人　口 5,143人（　−2人）【−111人】
　男 2,508人（　−1人）【−56人】
　女 2,636人（　−1人）【−55人】
世帯数 2,312世帯（　−1世帯）【−14世帯】

人身事故 0件（� � 0件）
負 傷 者 0件（� � 0件）
死 亡 者 0件（� � 0件）
物損事故 14件（��27件）

増 減 比較
転　入 7人 転　出 3人 4人
出　生 2人 死　亡 8人 ー6人
その他 0人 その他 0人 0人
計 9人 計 11人 −2人

403

北海道に来て

黒
くろ

田
だ

　真
ま

央
お

さん（弥栄町）
酪農従業員

5月の運転免許
更新時講習会


